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îBJl

市

では､今月の
｢#
別
を

◎とき主

上こい
(金
)

i-/､

十等
凸同｣の
ノ
ー
ン

午鼓
I…
金

行
事

として
｢人…
か
め

⑳⊥としろ査

文
化
セ
/

重

合
J
晶

…
ナ.
ク

言

…

一

丁り)

人琵
…
の
葦

丁

等

讐
んの一

さ
ん
に
よ
る

一
人
昌

｢
ヒ
ミ

人
芝
居

｢
ヒ
～

コ岳
ご

つ伝RJ

董
丁｡

f
t
さ
ん
の
プ
D
7
ィ
ー

こ
の
蓋

は

薯

に
-
t
毒

Ei和二誓

.1･.･71■･
,
E
･
I
･
(

.
i:.
I_
･J
･
7
i=
If
･L■
'

女
色
が
､

父の
鼓した一枚の
Ei抑
二
十七ar

i
i
M

｢

制作

私切れ･言
っ

かけ董

∬こ人
川
｢
Ei
E

L

-11年朗

学
ん
で
い
-
中
で
'
生
星

間

｢量

刑
立
.
点

ZF
tJ上
り
ど
こ
ろ
キ
比

つけ

て
窯

峠
喜

｢石

いく毒

し
た
作
品
｡

卓
の
符
｣
に

仙淡｡l入違

暮
た
､

他にr人■作文
｣

七
翌で
トヒ年
室

書
記
T
i
f
f
f
解

l
i
i
れ
る
ものであり

また

f
g
E
ど
と
い
う
た
E
恋
人
の

筒婦生落に関わ
白めU
U

ことが調ぺ
』切れて

い
ま
す
官
九
0
7
セン
トE
が
同

和
盟
有
で
あ
る
か
宮
の
里
を
せ
て
い
，

z
・愛
し合う
二人
E
2
2
8
3

2
z
t
て
い
る
こ
と
Eぃ
t
;
か
・

主
2
2
2
2
E
t
t
i

z
t
Zに
ついてZ、だれ
もが
f

u喜
tごせるまろをめざし
まし
;・

人
権
を
確
か
め
あ
、
っ
市
民
集
会

同
和
対
東
推
進
の

E
め
正

し
い
理
解
と
思
議
を
培
う

(雪雲理きそ蓮託若足注)

自
国
の
5
2ぎ
し

た
闘
の

1
!

E
t
i
-
-

i

i

・

i

i

z

i

 

i

z

i

i

 

別の
需
主
定
の
2
2

りま
した・しかしその皮面

古
E
E
Z
の
需
は

まど績につ
いたばかりです
・

同釦閑砲の完全
解放にM

E
E
き
び
し
い
量
Z

ります
・人々
の心の
取に刷機

雪
罰
2
2員
f

とがで
:1
・知了子知

り
ず
の
う
ら
に
入
品
3

ている
ことが多いので
す・

碕拘伺凶
を他人三ととし

i
る
の
で
は
?
f

i

i

f
i
サ

f
z
s
t
E
f
 

t
-
置
の
需
の
先
め

にともに努力しまし
a
う・

市

E
今
月
の
「
請
を

忽〈寸強調月
間」のメ
ン

=
t
て
「
人俸
高かめ

あ

i

;

i

・

今毎時
・開4

口仲良昼
寝の新量失サ

ーによる
I
s

p

i

l

i

-

ζ
i
u
i
に

より
幸
SZ
E人の

女性が

父の
ぞ
と
怯
E

T
-
-
E
 

Tでい〈ゆで
、

i

Tよ3ζろをMつけて

i

i

L

i

 

t

p
『人権
作文」

の創
緯匂どもあります
・$

i
zp
f
 

M
睡

L〈必さい
・

?

i
i
E
主

午後
一時半刻A

M

T
i

l

-

ター
さ
条ト人叫崎一丁目》

@
公
繍
M

新幽照美子さんの
一

人芝居「ヒコ伝説
L

気量
さん
のプロヲ
4
1ル

A
E宅
E
一一年
t

i
l
-

町相
二十七隊
創凶
寸制
作

聖
人時開
型
一1
二品

問「
関内一一三倫
鹿」創立
-a

i

i

i

z

 

ea」に仙波
-
Z
E

E
-
i
t
 

t
t
E
の
帽
を広げて

い
ez
e'

・

を
E
E
の
著し
い主によ勺て

多く
の
個
人
2
2
t
t
I
1

私E
e
l
-
-
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

自さ
れているような
・2
2
t
T

ぱ、E
E
E正入手し、これ令書
し

たり
、ゴ
ヨ
シ
?
利
用
し
て
の
罰

g

z

i
・

E
i
q
BE
E

t
ぅ
，

L
悶

R
E
内
宮
の
場
合
同
z
t

h
E
7
E
員
制
を
う
2
2
・

ζの
よろ
に
i
i
f
?、

ea
r
ea
M

九十分年ものでは
ありま佐ゐ

a

2
2
2を習に路
、ありゆる人
憎

侵.慣を許S
U

い法倫怖が五必要で
U

句、で
しa

うか
・こ

の
た
め
の
型
f
ii

些
の
制
定
M
Z
E
z
-
-菌
室

に向けて
必換にがんばりまし
a

う・

圏

直
月
刊
目
隠
『
I

人
権
を
確
か
め
あ
う
日
L

で
す

圃

(部落解股基本法 ¥
の 制 定 lこ 向けて /

園

私た
ちの
き
わ
3
u
いろ
い
土
事

1
2
シ
lM

書さ
れると
とがあ
り1
・
'a
dz
-
t
t
Z心

で陪忽
いでし
占うか
mv

t

i

i

i

i

i
E
t
-

-

i

i

す
る
t
ui

-

れています
・

しt

戸笛
住民
里
ほ
毒
均
父
母
宍
E
な
ど
が

F

I

E

R

i-

Z
E

E
-

の入管
プラ
イバシ
ーが
知主
いうろ
に主
に
5
3
2 '" 

場合がるりき
ず・

戸価、使量2聞が
原則です
が
「型
が不2目的

によると
とが明
りかは
ときはこれ令指じζ
とができる
」

と接
待量
定されて
い3
・

E
E
5
t
t
i
f
zLS

E

 

り
t
h
E
型
主
手
2
2
μ
聖
書
聖

誌
のた
めき

f
i
s
t
-
で
も

こ

れに
F
E
S
Z
E
4

王

位量
!

?

i

i

!

被

哲省略して聖
りして
い
i
で
必
要
員
s
i司

f
t
E
L

i
t

i

-

-

岡
市

度

額

各

也

知積
所

". 

5 



鮎

九

な

義

歯

励

葦

十

と
も

に

や

さ

し
さ

■
Q
L
▼
■t
い
た
f
t

V

■
やれ･J)
一
*

に

.

t
内
に
一人
の
小
丁
生
.り

そ
<がt
U
り

の思
いやり

IEq
t-
t
■
E.IJ
J
t･
一

日}

G
tJt
.]ハ

r
√
-
1り
.

aL与■んそつ<L.■
t
q
ど

Ted)･Jとはr人{｣につ

がthtlくなってLt'こ

いて一丁▲て与ることです.

～JfrT■.'L.

i_
V
l

_.T
.
/
l
r

■

子

と
も
e

やさ
し
さ
q大
人

た

ちi-.人としての
｢中古

が
大
q
な
た
_
モ
与

え
た
り
.

し
き
｣

｢お
も
い
や
り

｣｢
土

子
と
J
R
dKの
▲
か
tlj*
J
か

■
さ

｣
を
Jf
い
､

多く
の
人
と

,p生暮れてく･>Cです.A(
<
に
生
JQ
る
カ
モ
身
に
つ
け
さ

<のやさしさu､8ウ○生

tCはな
り
_
せ
ん
.

･･.:I;
:;

:I.I
..㌔

･+.i'L/C'

と
n

し
て

生一.
t
L
で
-

生
壬
*
上
も

こ 上
､

こ
れ
が

r人
t
L
の
血

･書で<
与
と
い
r

T

▲
いと

l_
い
▲
す
.

とこ
L

tr■JT

.+I

t▲な
い

で
暮

bして
い

一人

も

事いOではないでし▲･rI

4
.
t

Lみ､昔しみ.★しく'
い人がい るからです.

自分の事書は､ろん
なの

■
書
の
上
に
成
り

た
つ
も

ので

す

.Xい糾ガのな
かで.一

I.
{
'p_

い
-
I
′
-
_
A

■

L

L.り
丁争
)
pu
は

r暮粥
｣

に
つ
な
が

り､人
t

t
Brナ
こ

とiJtPpOので
す.

4｢.
牡
た
ち
は

挽く
蓋

の
●
t
Y
P
て
い
-
A
.
E=
寸

に
Ik
の

由
り
壬
九
つ
め

し-il

l.

,Llt'E

;'6
-
_
(
6
.1
r

r
ト
_I

I-い
t
t
与
で
●
丁
､
生
X
t

な

人
E
n

七
一
人
ひ

*▲与人もい一す.

力
で
つ
く
り
あ
げ

JN

L

こ

うした.)とuh,互いの

人書が■■されfJH署
r
Q

叶
い
に

じ
で
拝承
を

(

喜
qニ■)

･r夏と
六I.ほ
ほ
じ

人
と

して申せ
に
生
き

｢
人
■

が■*LL生きも｣

く生一･Qとい･r"E]_です.

J
･
).
I,

C･,～t●●J.,

い､●●■t_.L
r

um
私
の

EevE闘
い
品
聞

に

j
z
i

ιぃ
-neチ
M
P
飛
び
込
ん
で
き

7
1
よ
?
?

い
広
げ

『h
a
M
留
さ
ん
1

こ噌

ち、

ζ

雪
ち
」

a
m
wき
ん

を
庄
一
切
曾
て
ゐ
げ
た
い
・
小
畠

信且寓
hv-mも
一
締
結

・

ーが

p
z
aぃ
t

併
悼
の
だ
が
、

ζ
の
園
"
の
下
侭
は
、

自
分
た
ち
聞
人
が

amれば
そ

の
分
だ
け
立
つ
人
Mm
幽
て
〈
る

の
犯
と
い
う
と
こ
ろ
虫
で
M
思

量
J
Uぃ
・

2
t

t
aじ

1
2ば

1
身

E
E
0
4人
員
い
人

r-ん
告

z
a
pど

g
E
L
Jし
ま
う
こ

と
に
銀
づ
か
は
い
・

z
s
:し
さ
は
大
人

Z
E
E
2
2り

E
B
-
-か品
圃E

ら
ま
れ
て

i
eで
す

」

人
の
や

S
Lさ
泊
目
り
の
生

-
方
そ
の
も
の

U
の
で
す
・
人

t
j
i
L
 

τ
t
t
za』

2

ぃ

i

i

i・

i
;
t
 

た
ち
に
、
人
と
し
て
の
「
av
さ

L
S』
「a
as
い
や
り
」
「
豪

a主
主

い

多
〈
の

t

t
i
i
Eげさ

ぜ
釦

u
uり
ea
ぜ
ん
・

z
B
e主3生

teEjけ

i

i『

i1τE5摩寺てE;i
よ
主4かセ;';2免と』&品4魁

t!
え

tる

よ
う
包
也
の
巾
中v
 

i
i
i
b
 

F
i
j
i
i
z
 

i
i
l
z
G
M
 

t
E
2
4
2
Jいる

7
2
2
a
 

t
r
z
a
-

《宵

・
『
e
-FE
』
穴
年

寸
入
聞

z
t
tる
」

i
・
6
i
z
K
L

i
s
-
-‘
 

2
2
1
1
 

L
か
も
、

eれ
凶
仙
人
間

γt

L 

〈
主
S
る
と
い
ろ
問
圃
で
す
・

いっ

t
t
J
充
実

a
t
t
τ
t
=
t
 

t
τ
Y
Z
J
t
 

『

ea忘れ
て
・
て
よ
か
句
た
』

自して
t
eLτ
一

生
笹
健
aa--ζ
と

こ

れ
が

T
Q
E
の均
身
で
-a多
と
い
噌

て
よ
い
品
い

4・

と司、

S
E
t
f

T
t
E
f
t
-

主
い
の
で
俗
忽
い
で
し

t

か
・
極
み
青
し
み

備

し
〈
、

・2
i
i
i

e・
金
属
骨
て
い
《
人
、

n惜

i

i

i

 

f
1
5
8
 

空

I
R
E-

ー
し
た

-EZ瓦い
の

人
・
M
噂
重
さ
れ
ず

倒
啄
ゐ

e
 

立
場
av
g
い
に
も
寄
り
を
え
ず

雪

Z
K
2
4
5

い
人
修
い
る
か
ら
で
す・

5
2
K
I
E
 

-
-
曾
の
上
p
h

成
り
た
つ
白色
の
で

す
・
型

車

E
S
-

自民

E主
的
つ
げ
た
り
、

肉“

mea-Kリ
宅
え
た
り

・

カ
民

a，
で
晶
司
令
お

ea
亀

勺

げ

5
22
2
ga
 

冒
し
た

1
2Mg

k
つ
は
が
り
入
植
毛
且慢
す
こ

と
仁
信
る
の
で
す
・

今
、
単
た
ち
は
観
〈

E

位
君
臨

9
2
2
F、

Z
E
ぃ・
2
Z

I
B
E
t
2
 

2
7
2げ

f
J・

人
間
位
、

z
s
rに

生
温
た
い
と
.
，
て
い
as
す
-

i
i
 

唱
S
Z
Z協
に
骨

4s，

て

-Er--、
Eq

書
を
し
た
い
・

一
人
。
企
の
が
人
聞
と
し

τ

奇

5
2宮
命

E
，

ELぃ
.E
32

2
2
i
s
J
 

E空
て

筒

カ

し

て

t

に

iLτ
ぃ

1
ぃ

.

一、れ

』'
U
人
聞
と
L
て
ご

《
皇
宿
直
い
で
す

J
z

i品
:
i

い
て
.
，
、
た
砲
の
努
力
安
ゐ
a
h

uで
た
ゆ
み
忽
〈
畿
け
て
い
か

U
Mリ
れ
ば

m
oe髭
ぜ
ん
・
掲

モ
S
レ

E
Eい
伝
え

に習

LEa-ζ

j

j、

総
も
い
を
〈
み
と
り
絹
互
い

h
i
-
-

4
量

Z



㈱
帆

団
隠
田
串
導
電
曹

〓

1
7
｢ETエ
tLま
〓

f

r

L

I
･
J
･r
⊥
･
L
I
･工
1

･
･
q
L
Z
I
･

且
⊥
世
JlA
A
A
t
fT
Tt･LJ
,L･
'Jj
ter
･

]亀

･T
土
.,三
上
上
T
J

S
i
-
'l"
,Lエ
･

t
め
Nt
E■暮
t卓
です.

rt+
r(
r]C
t
叶
i,

._もと

I
L
･
Eh
■
CL
LC
I

L_

以
上
のt
t
<
口
9
111十
二
t

H
百
万
人
で
.
こ
の
う
ち
八
■

八
千
九
百
万
･<-
-ウ
ー
ウ
政

人門人iLl人&井lM
と

書Cれてい一丁.
.C▲l.JrrJIt･

rナ
ペ
T
の人
L-文
字
を
｣
の

t

_■
I
J
.

A_
C
rJ
J

_
･'
L
JE

'tC
■

E･■

Ir_
▼
･J
u.
■
T
▼
一
ヽ
L

r
■
▲●
IJ･t_
･JL
T
▲
JI

文
T
t
r■
～こ
.)と
が
で
ー

を
ZE等

¥
と
し
て
NS_
し

●
･t･
L
と
いI
IrJ
■■
■

丁
.t
t
.

さ<て
い

tナ.

付‥升
に
u
J

さ
暮
ざ
t
C
丘

鞍

の
文
化
t
す
り
ilh

.i_
辛

■
■
■

T
T
C
▼
い

_
■
IL

IL_∫.■■
JB■t

i

九
九
%
と
き
れ
d?EZ]事

で
･J).

*▲'JEや■●.'rtIp

I
I･●
■
蓋

トE
t
･IJ･,

I.<+かいtT.こ+した

人

たちのた*にわがHも_

l
M■一
JJIE1

J
T
Ja'
.

gEに
お
い
て
J)こ
の

P

LLつ

てハI

_JS.

Ir.;d-

A
P
て
い
I
r
.

■白
･E
JJIい

てヽ
4

れ
ん
でいt T.

r
t
L'▲
､r
■
{

E
L,_

た
r文
字
L
t
上
り
戻

す
ため

事
く
の人
が
M

にす
ん
でい

～
+
'
T
だ
袖
■
の什

文
r父
の
■

い出
｣
(千
六
古

事
○
R
l+

■
]'
I
7･l

･L
･.▲
C
L
▲

t･
■
■
_

tLJEt▼･･

●
わ
れ
さ
biL

O
と
e
t

I,t･L
▼
T
血
J
･J
E.
t

●
.I_
..I
,I.y

C
Id1J

I

L
!
､

n
●■
■
▼

†
■

T
T･†
l

▼
.､■
い
L._
C
I･

チ
.r文
事
吐■
で
<
Q
J
Alす

わ
れ

沈み+lがでl
tP
け

れ

t･代金_加CtJI
L
1

○

○

tす.文
字がdIめ
ないため

にや
を
宗
とし
て
し
暮ウ
ニ
と

さえあ
り暮す
.
暮
さiL
暮
書

け
▲
*
的
人
t
LtC
TJT
.

二心■●･J.JL.■二
<

ひ
と
･Pの
人
■

■
t
t
a
d
て

向
い
か
え
す
と
と
も

L-
丘
t

f
の空

にqLN
し
て
い
q
た

い
も
の
で
す
.

･⊥
･Lj
エ
ム
･ld
･
FJ
･l

且
.･Lt
妄

uLL

T
･1･.
.I.･ti
JI'
-
こ
L
･<･.
f
･,tJ.-

也

机
上
血
J
.J
ム
ー
⊥
LL

l
エ
上
す
且
T･]
タ
入
れ

-
I
･l
二
.■-

･JJ,
･.,.一
J
.l･■1､
･

:I:
･

直
也
且
と
..
且

｢
⊥
エ
tLa
r
･,Lvla
且

･

ーT
J
J
上
け丁
･,J

■
t

で
A
を

､丁
･)J
.

I+
r
J

□
山
山
山
風
血
生
YlA
⊥
山
上

･R
叫
L
J
.1瓜

昏

倒
畔
TT上

皇

A

-1の
石
cIA
A
聖

I.<.I:･'-I-I
..
.･..ム
ー
.I_.L
t
il-./T-三

銀》
1抑制

Z
E
S
E
-

定
め
た
開
帳
惨
苧

eで
す
・

皐
ホ
ス
コ
の
鋭
U
訂
に
よ
る
と

-t
Eの
E
宇
品

目上の
空
自
主
子
一
一億

三
百

l、

eti

-

-
za 

人
何
人
伝

一
人

Z
Tと

宵
わ
れ
て
い
・
5
e
'
・

品
ょ
う
忽
現
実

S
F

『
す
べ

て

t
E
Z」
の

固
鴎
阿
国
a
v
年
明
、
す

-nae-周
げ
、
側
面晴
コ
百

λ
5

・キ
a
B
で
に
"

す
べ
て
の
入
M
V

{
也

文
7
e
「幽障る
』
、
と
が
で
'

j

j

 

Z
E
--

軍

i
i
J

i
Eの

i

に
欠

S
E
e
-
t
E

z
f
e
z
-臥

り

a
Z岡
聞
社
会

az

i
-
-
z
e
 

.，号館での_**-11

t
i
i
 

里
必
慢
で

t
t
Z俸

を
閃
-
m
a手
怒
と
1
ヤ
て
漏
出

m
L

E
--『文字は

命である』

臣iに

観里;の2文化
i専
i切

4聖

z干
Eτ
Eい
品

L

;
.i

賓

i
z
!

九R九品
%Tと;さE鳥

2&目

2忘寺
でE
、

i
!
!
E
i
 

i
i
!
 

唱

た

2人
2
い

1
.J.i=し
主免

人古た

2ちBのEた2.EにE伺EM面闘
品

i民

8取号iり品鍾

1ん主iで

E:
必

t司。矢、

里包
tい

I:一』の
Eに

5つ

い=て

ii
自l体詰?的号:信主実
iを

値
宅

τい
a毒
夢
ず
.

I
R
I
S
 E

A
f
Eに

排

i
ii
e
 

組
ん
で
い

S
す
・

自

2
-て・2
2

2文
字

L
e取
品
す
た
め
、

多
〈
の
人
Mm
，
.
に
学
ん
で
い

azす
・

MP
V
B伺
‘
の
作
元
『
父
の
思

い
幽
』
《
7
ふ、

ta孝一@市内一
・

2
E
Y
E
S
E
 

で

i
i
z

-
-
わ
れ
ぞ
切
に

め
ど
の
綱

領
で

w・
で
蜘

u，、
LM
り、

e

・
"
嵐
い
を
し
ゐ
一“x
e
gい山岡

;
i
i
 

で
文
字
企
写
ぴ
書
い
た
も
の
で

す
・

zu
・22
品

目
警
2
4
1
1

j
af
-

-

幸

量

め

は

い

E

是
主
と
し
て
し
ま
う
こ
と

i
f
E
J
E聖

拡
自
由
2
3・

こ
の

Eに

t主
人

1
2人

3
5て

聞
い
か
え
す

i
に
霊

輔
の

Z
に喜
L
て
い

t

い
b
の
で
す
・

「一
定
「2
4
-BLr
-
F

一
F

一

一

各

陶

砂

4
4
z
ム2
1

4
1
A
4
441

「ヘt
a

-
-
4』
ι一ム」

&u;一川
耳
p
'
Z
4
5唱
グ
一巳

R
ト

』

e畑
町
叫
ム
I
h

一Ai
i
U
4
d
t
e・
ム
4

宅金
工
-

L

庄
三
iT
一五

U
7
4
1hit」
Z
dt
ム
L将

司

f
弘
ふ
いがよ

-aと
S
弘
之
伊
ム
巴

aE
LdN'aa

瓦
止

a
L
t
!
司

:
Z
4t
p

:

F

ib
s
-ム

a
F
{

ユ
ム
主
止
身
A
W

ム
ム
上

L
E
一旦
，

コ
マ
ゆ
匹
F
FF
L
a
l
i
i
3
t
-
L
a
-
-

i
l

十臣
民

KEN-nげ比
w
h
KM
Mbpz

L
L
t
炉

r』

a
s
-
h
d
，e
J拍手
斗

e
it
t一に

ア



h

l
T
_

･4

.
■
r
..
<
･･.
L

J
′

･'L
l

∴

r

i.
.
1
川
･
■
.
.
･
､
L._

.

.

.

.
,
I
･

]

'

′

ち
は
い
っ
も
､
ば
-
が
こ
う
す
わ

れ
た

り
ど
ん
な
q
(持
ち
に
tf

pJ)だろうか
､
こ
▲ノ

されたらどうだろう
.
と

へ
自
分
に
も

さかえで
々
え

よう.それと止めろ勇気が自分
に
必
中
だ

と
お
も
▲ノl

ん

忠

脚

鮒

学
校
の
か
え
り

n XUくん

が
､
み
ち
で
ふ
ざ
け

ていた
の

FJ

ぱ
く
は
J
ら

■

ういLt

し
た
｡
す
る
と
.

〇
〇
く
ん
が

い
き
な
り
､
ガ

私

た

ち

の

社

会

に

は

ま

首

Zじ
め
号
館
員
各
受
け
て
、
告
し

ん
で
い
る
人
々
が
多
く
い
き
す
・
金
て
の
人
々
が
明
る
〈
平
等

s・
り
し

て
い
げ
る
よ
う
弘
た
ち
隠
日
々
努
力
会
姐恨み
土
げ
て
い
か
は
け
れ
ば
な
り
ま

ぜ
ん
・

5
1
3
2
Z
5
4重
品

』
に

Eん
で

7
ど
も
た
ち

が
衝
い
た
人
備
ポ
ス
タ
の
中
か
」
号
、
特
還
に
遺
ば
れ
た
作
函
6
点
争
紹
介
L

E-
-
i告
の

3
2
f
;
i
i

や
詰
に
気
づ
い
て
共
に
悩

2幽
し

合

い

号

E
っ
け
合
い
な
が
ら

ー

た

ち

で

堅

し

よ

ー

し
て

E
t
z
t
E器
品

誌

を

傾
げ
て
み
ま
せ
ん
か
・

るや必刷、開問

永野晶俗

告
に
一
人
が
ふ
ざ
け
て
曾

Z
E
M
多

く
の
友
達
め
聞
に
広
が
り
み
ん
信
者
い
そ

曾
わ
れ
た
人
に

t
E
2
2
S
E
a
t-悲

し
み
に

2ヲ
て
い
る
の
か
企
気
付

2
2
E
T
O

返
す
と
い

CE--

そ
の
穆
か
と
い
う
の
が
ぼ
く
に
匂
る
か
も
し
れ
信
い

M
た

れ
に
で
も
は
る
可
能
性
が
あ
る
・
局
勺
え
企
り
、
と
て
も
「
い
や

5
き

と

号

-z
aに

は
ら
包
い
よ
う
に
?
允

1
2
7
T
i
t
f
i
i
 

E
ろ
う
か
、
こ
う
さ
れ
た
ら
ー
だ
ろ
う
@
と
、

5
2

t
iえ

よ
う
そ
れ
と

t
i
iに
き

と
お
も

t

くん

位標曾小掌校"事

竹添大作

y 

a 

に

5
1
8
zん

が
み
包
で
ふ
ざ
け
て
し
い
た
の

で
ぼ
く
弘
、
色
・
う
い
し
A
E

K
!
?ん

が

い
き
位
。

M
パ
ン
で
ぱ
く
の

あ
た

'e「
M
1
y
L
と
た
た

?
九

ぽ
〈
俗

「
い
た
い
よ
l
』

4
3
L令
す
る
と

8

〈
ゐ

U

『
ふ
ん
L

と
し
り
ん
ぷ
む
を
L
U
Mか
勺
か

え
舎
で
い

sagし
生
ぼ
く
は

あ
た
ま
の
た
ん
ζ

ぷ
を
匂
d
g
hh
u

t
g
i
;も

し

ろ
い
か
も
し
れ
併
怖
い
が
、
ぼ
く

の
い
た
い
u
n
a
-
ち
a
む
し
り
泣
い

で
」
と
お
も
い
毒
し
た
・

8 



､ lT . J ,t∴ ｢

が 行 ゴ か ミ t'Ei
■ ▲L ぐ.l▲l -IJ
づ とをう ナ とうし古 く
と ､か らき̂さま の は
い おいででてとナ と dl
つ付だも す ､ち○き &
て さんも ◆お り は が
くん の 事 へ と う 大
rtb と 丘 やりさ け
る り ⊂ い きでを 8

''･LTl三 言 仁 ; 竺 芋 JL*ケ丘中和 一年
､も の に ぐ で ●

あ っ ､ rjに そ は
り て 生 る ゴ う く

くん淳

M 岬俊 ，.

仲!l

と
も
ど
ち
に
ち
ょ
勺
と
ぶ

つ

か
ヲ
た
だ
け
で
た
ム
に
か
れ
た
・

「
い
た
い
な
あ
、
た
た
か
ん
で

も
え
え
や
ろ
・
ち
ょ
合
と
ぶ
つ

か
勺

t
rけ
や
の
に
」可

〈
や
し
〈
て
な
み
だ
が
幽
た
・

} 

.後ケ丘小学曾 ?匁

〈ん福永裕伸

ぽ
〈
U
当
醤
が
大
野
8
で
す
・
ぱ
く

i
i
r
i，

で
そ
う

じ
を
し

1
ほ
う

Eち
i
そ

す

ぐ

に

ゴ

tれ
て
乞
へ
や

1
い
に
は
る

か
ら
す
き
で
す
・

f
z
B
E
E
S
4
 

ゴ
ミ
を
か
い
犯
ん
の
と
と
ろ
へ
も
勺
て

行
く
企
、
必
mwさ
ん
わ
り
勺
て
あ
り

が
と
ろ
と
い
っ
て
く
れ
る
の
・

く£デ森崎洋舗

F
Rい

じ
め
の
量

Eで
も
見
ぬ
ふ
り
を
し
た

。
、
加
わ

E
t
-
-宮
t
t・

i
f
i
z
z
z品、
1
・

f
Ltた
ち
の
見
て

t
t
t
a員
長

に
表
現
し
き
し
た
・

ぽ
〈
も
い
じ
め
の
現
場
責

4
Z
2
5
2

1
骨
て
あ
げ

f
r
Eん
で
し
九

助
け
た
い

Zど
も
型
高
い
の
で
み
ん
得
た
だ
丸
て

い
る
だ
け
で
倒
も
賓
う
w
-
M附
来
蜜
鎗
ゐ
・

2
2霊
2
2
2
Z
E
E
-
z

i
t〈
2だ

ろ
う

L
i
s
tて
行

動
し
化
い
と
思
い
ま
す
・

， I [ 

春日中孝俊，.

!I' • 

. 岬

あやめ蜘朝時

くゐ千村県人

だ
い
ぶ
前
の
昼
休
み
に
ぽ
〈
が
週
動
樹
、
上
が
う

て
行
〈
と
、
犬
舎
い
お
に
い
ち
・
ん
が
き
・
う
に
企
f

L
て
a
g
e
-し
化
・
ぽ
〈
隠
伺
も
し
て
い
絃
い
の
に
た
ムに

2
た

の

で

て

く

り

Lfた
・

「
や
め
て
1
L

t
z
t
E
2
2
1
e
'
J
A
 

t
t
z
s
Lか

え
し
を
し
よ
う
と
宅

5

;
1
i
i
i
t
i
 

E
E
P
-
-
t
司

q
tと
お
こ

り
化
か
う
&
に
で
す
・
酬
が
L

と
で
も
い
化
か
q

た
で
す
・

9 



私の好きな本

西脇 洋子 (40JL)
秋諌早用q]

AJ･..･
J√
tE-IL-J･

p

う

fJ
JJいう
方

も多いと患い書

r私
を
支
え

て
いrO

母

の

一

言
L

E;
本
_
EE連人目協
会
SI

弘
に
は
書
二
の
息
7

中
二
の
せ

そ
し
て
小
四
の
息
丁

がい･N'.十
一

年
は
ど
れ
､
ち
▲
う

と三人日のPLが

お
な
か
に
い
た

こ
ろ
こ
の
it
に
出
会

い
JN
L
L
..
こ

の
水
は
､
各
界
の
k
名

-

∵
-
-
■
･
′
L
･.

I
r
}
l
I
.
i.

I

..I
月

_.riト一､r_
'･

｢
こ
れ
は
だ
TC
-

あ
れ
は
い
け
な

い
-
J
と
'

つ
い

っ
い
怒
r
て
ば
か

り

.

時
々
ハ

ッ
･
Iu
す
る
こ
と
が

あ
り

*
す
.
そ
ん
な
坤
'
心
に
汗
か
ぴ

あ
が
る
の
が
こ
の
l
Ei
の
半
で
す
.
C=

分
の
生
活
の
実
践
に
即
し
た
_
r什
P
の

よ
う
に
人
切
に
し
て
い
･N
T
.

人月では決してわが
才
の
こ
･4)を

は
め
た
り
し

ない
が

7
ど
も
と

l対

一
に
な
る
と
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ

けて

は
め
て
や
る
｡

｢
あ
ん
た
に
は
で
さ
る

はすやかり
が
･<
は

りLtきい
-
｣

の
ひ
と
才
で
､
千
ど
も
は
清
ち
込
み
か

り
立
ち
止
る
｡
今
は
ど
う
し
て
も
治
せ

A-'L.IL'
-
r･
▼
t

_
_
｣
.

IJ.

1･.
IIr
r=
T
′

_..

面を気付かせてや
る
こ
pU
が

大切だ

と
思
い
一

丁.と同時に
1人ばか

りに
片
有

り
な
い
て

三
人
の
P,
ど
も

I
.
†

pI
■
･
r
I

.t
J,
1
′

JL
Jd

i
■

■

■

托

/
･l
l
小
<
1
し
一
t
.

.i
_

I
T
p

油モ保存
し
た
い
と
き
は
､
Tq)〟

を
入れて､油汚れ七･JIJdDとった

._L

.=一,t

.I+,
L
I

に
つ
め
こ
ろ
､
油
を

十二分にしみ

「
札
似
を
受
え
て
い
る

自

の

西脇洋予 〈制服)

教領事同町
言
」

日
本
国
際
連
合
協
会
緬

私

に

品

ニ
の

息

子

中
ニ
員

そ
し
て
小
国
の
息
子
が
い
企

ge--+一

年
ほ
ど
前
、
ち

a
う
と
三
一人
闘
の
予
が

be
な
か
民
い
た
こ
ろ

ζ
の
本
に
山
同会

い

fた
J
Z
U
各
界
の

Z

i
 

t
t組
E
"の
E
占
Z

も
の
で
母
製
品

わ
れ
た

2
2

が
紹
介
さ
れ
て
い
草
す
・

空

て

子

ど

も

の

君

事

f

ぱ
勺
た
と
ζ
ろ

u
u
q
で
お
い
て
、

⑨ 寸
と
れ

U
H
め
1

あ
れ
は
い
"
結

い
十
L

と
、

つ
い
つ
い
怒
吟
て
ば
か

り
;
:
・
時
々
ハ
ヲ
!
と
す
る
こ
と
が

f
E
J
S
R主
浮

か

び

あ
が
る
の
が
こ
の

一
惜
の
本
で
す
・
日

分
の
生
活
の
実
践
に

罰

し

た

官

官

よ

i
自

tて
い
ま
す
・

人
前
で
は
決
し
て
わ
が
子
の
こ
と
を

2
2し
は
い
が

E
t
-封

-E
る
と
良
い
と
と

t見
つ

2

低
め
て
や
る
@
「
あ
ん
た
に
は
で
色
る

俗
ず
φ
か
ゆ
が
ん
ば
り
は
さ
い
!
』

3
1
i
l
;
 

り
立
ち
直
る
・

3ど
う
し
て
品
種

2
2
3ち
で
す
が
、

2
5

で
は
く

Z
B
f
Z
E
L

遁
を
細
川
村
か
せ
て
や
る
と
と
が
大
切
だ

と
思
い

1・
と
悶
時
に

一
人

E

E片
ぎ
な
い
で

三
入

手

E

に

喜

に

測

定

J
Zよ
う
に
心

が
け
て
い
草
す
・

、ー

Z
E
E
-れ
似
の
も
と

か

り

型

空

て

い

3て
で

も

母

観
は
い
つ

1
与

に

つ

よ

員

1
1
2
1
a
z
t
 

で
や
り
、
主
主
儲
舗
で

E
関
係

で
い
ム
に
い
と
単
令
て
い
ま
す
・
道
広
子

ど
も
に
領
令
て

『
こ
れ

し
て
ほ
し
い

包
め
」
と
化
の
む
と
よ
く
働
い
て
く
れ

;
;
i
i
 

や
か
す
と
い
う
わ
け
で

U
あ
り
ま
ぜ
ん

が

よ

か

2
2
1
2
1
2

鈎
え
っ
げ
る
め
で
川
崎
は
く
そ
れ
ぞ
れ

1
1
F
l
i
 

t
z
Eに

成
長
し
て
い
ウ
て
く

れ
れ
ば
と
刷
吟
て
い
き
す
・
こ
の
「
母

の
一
空

白

区

有

毎

日

告

Z
Eと
し
て
心
が
け
て
い

1・

本
の
中
か
切

一
つ
節
介
、

!
i
i
f
 

「
お
闘
が
か
わ
い
く
て
町
れ
絃
い
か

ゆ
い
い
子
に
な
吟
て
必
く
れ
』

ど
う
し
て
ま
す
か
。

泊
の
後
始
末

1
1鋼

慣
が

Z
3
5
M貯

き
だ
げ
ど
袖
の
後
始
末
が
め
ん
ど

う
で

と
い
う
方
主
い
島

区

;

で

油

の

?

?

の

2
2空
し
ま
す
・

2
2
hぃ
;
u
aが

i
iu
ζ主に
;

す
了
、
し

g
e
n
t
Jジ

F

R
E
E
z
-
:
 

こ

に

し
み

ζ
1
1く
と
ツ
ル

ツ
ル
と
き
れ
い
h
k
仰
ゆ
り
ま
す
・

i毒
害

し

た

い

i

主

7
4
3
;い
ま
で
植

を

人

号

、

寄

れ

t
i
z

車

、
い

り

R
U
E
-
u
t

i
-Lみ

?

二

分

;

こ
ま

4
2
2
Lよ
め
と
弱

:
i
l
iし

ま

す
・
そ
れ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
三
重
に

L
て

入

れ

害

ー

と

い

;

;

:t 
:

い

う

ち

に

i
g

s
t
z
t
2
3
3
 

砂
駅
後
二
コ
扇
町

原

-
R
後

ハ品明
織

笠

婦》

圏直
刊H伽 M さんが世間

に楕動しておbれるゆ←タ

ル、あなたのlU勾み 映

画 音業忽，を紹介する鳴

にして〈ださい.

1また、岬 』 入 刊 酬

やその2ース〈制I打内入

，たわが家のユニータえ'H

4ヂγゃくふう忽ど'it:. ..0 

まちゃ踊での奪"，掴、

情報もお寄w ささい.

お便り〈櫨醤も歓迎)u 
布師団公 開〈守師

二期 酬 ー了1]1→ l

官~1 1 1 l)へ.

ω 



" 

奈良市慶州市飾~~前提得w間年記念

1tE「芸能8時館」詔

。と . .月'"は〕午後6時開• Oと ζ る 剛 勝文化セ ンター

0.包 粛 川.質奪、ケーつンスク

胆怠SIナhlシ
0閉し込み 間 IH'i!に師氏名

金私財・語醤号.奮いて、

'" ，固までに必梼で回実
行委貝会ヘ.多取の場合袖
還@

AT-ヨl開放します
制 跡 寸斜 パントマイム匂E 網人や

グルーテで司書加して<eさい.

。企. .月"日 (金)
。ところ ;;-:"ステ-，
0・L-id..，.桝切り

7 Jl16目

大あんどんまつり

「めんどんまつり」 が包切まつりのプレ
イペ〆砂と して さりににぎφかに 1

8月"日〈火〉 三条週刊バレードし，
曾んか.

0大あんどん. .  
酬の凶体 .←タル会社Fよどで大aちん

どんを作一，て eレ-，に..してください.

.剛し込み・・・6切り '"W目

Ooむしろパヲ .ーマンスで・加
民福 飼嗣省ど姐し物u自由銅人ゃグル

ープでどうぞ."ヒr..~ ルみこし」舎かつ
ぐ..のいい女性"人も4事業し診す.
..し込川aの切り 8月島図

イベント参加者募集
.~も聖.稼省大.，・を会・に 8宵17日~旬自の3

聞にわ怠ってc.らまつり明，-開開...捕も

日い日いおとり事プレ内閣あんど岬つ

り忽ど、イベJトも盛りだくさん.

忽ら.つり興行費買愈でほ 笹イベントへの.00ーを

.・レi!l:11.fl..要領8ど〈わレ〈依 岡奥行蟹買会

〈子53防二条大.悶了目H 荷役所・光限内宮@

1111)ヘ.

事品加古J3~~弘

大附列h いh いお"に ι ー同時仮

袋での州犠宿...します.

ちaいち4いおどり t三 英保時代に返・ー阿で踊勺れ

た..耐り.動物"どにふん諸L 鎗や鳴子を喝b し闘
陶t鴎るにぎやか芯踊切だ唱えそうです.

この包 ，，ちaいおどりを現代によみがえ bせ 目白

ιおど司てくぽきい.

』悼の耐 鍛の lげミヵM<軒隠す砂」〆叩内ぜ

タマプダ y ス風にもγレy ジできそう.も色ろん純利凪

的ぶさめるのも 信らまつりおbではの僧カです.

。 と き 同 ' " 因 ' " 暗 崎 叫.市聞から
会禍までパレードします.

o.し込柑帥り
7 Jl16固

小学叫下の象自慢、のど
自慢のちび勺こ集哀れ!

。とき..四日'"
。ところ中央ステージ

o.し込み編め旬以，.，阻
'・

め廿つ ν

lJ q‘J"U宅ベ
司ヴ' J ミミ

み乙¥}t甘つ】，

fレードのみ ζ しをかつぐ

元気径女性を虜幾L重T.

。とき 8 Jll9図 {図)午後

4嶋市復調買をスタートし

金調・まで鍵り...す.

0・L込ら縄鈴切り

7周"目

J 



■iii祖 ■■■L - " 二相 垂 垂

内
部
叶
古

寺

に

バ

ス
■
9(
胡
引

小
甘
､
し
ん
Zt
呼
態
要
へ

E
'
l
L'..I,I
.
･
-
■

(J
_
■
■
t

.
∫
.
dr
l▲
■
t

祈
手
*

を
持
っ
て
い
る
内
九
中

平
廿
に
も
､
yi
た
に
つ
首
の
パ

ス
会
社
の
バ

ス連書
の

れ引

(
～
勾
引

)
が
書
川
さ
れ
る
こ

A

I
.l
1
-

-I.

F
引
の
*

用
土
受
け
る
に
は

身
休
■
y
:雷

丁帖
に
･(
タ
ン
ナ

･y
L
q
L
t
一t
r
■
.

t
小
?
･;
Z.t
r
l
q
･
<

帆Ⅶ考巾で
行い･NナのTJ'身

体t甘竹手
帳
を

持ってさて

くt,Tu
い.
ト
ー

.]
▼
t
_
_
ま
■

へ
.E

L

l__.,.tZ:)･]
-

市

農

業

委

員

会

委

員

l
敗

は
､
7
月
8
H
告
示
･7
月

投
売

の
予
定
で
す
｡

Lヽ__t

<
.

I1
.∵
_
'J

一tJ<I
S1■■､ヽ

I]E<

金托▽京
虹バT(株式Aも化

▽

■■t
FJLTtt.<､h

市排水
投一工事

†
任

技
術
+
の
†
格
書
王

j_
_
i
■
_
I.1
･･
■

▲

洗
】可
所
投
t
I･事
を
含
J
)
の

p
H

J
T
I
r
J
p
,
･
(
T

A/･Le
r_It.IJEfl■

_
r
-
いT
JL
r
∫
.

･.t
I
_
(
.p
7
く
.1
71-_

仲
年
後
1
時
-
LJ,
畔
､
Zf
aF
_

I:利用ください
(証三兆394ヲ9凹口

仙at也tライナ7り-ではつぎのLつ1.16こ

J 8､リ7ィ～L 16､)8_りIkJf■の

ttL出しを行ってい▲十.各tFのH付 す封や
Tとb女でのItd仝t.とに=■FRくr_'さい.
日BIIJフイルム】▲68才書17壬t･JI人+■17

tJ暮こ†一tF-■JllliL
l8iIJフイルム)アニメーションなど87本
(tL事ttH8ミリ=13と♭8ミリ=Stl

(書LtbL〉書FnTもElの■FlのlEIOらrB枚
■tl+JtJI-I ■■ ■､■IL!pr.■■■

-I IL'†■■■ lf､‥ .I. ■ ■ゝ
甘し出しLH 不■)モー符事(1.Jさい.

牛
∇
と
ころ
布
粋
一巾

6
d
E

I)
ド

∵
t
J
I_
_

▲-

'-ド

且
窪

に
よ
る
人

や

塩

<

tE書

右
較

旧
人
や
令
に
.1

ろ
大
γ
､
旧
吋
門
や
校
令
に
.1

･)*
M
サ
校
､
旧
中
等
ず
校
令

に
上
る
中
等
サ
校
に
お
い
て

･.t
I

IJr-
.十
日
t
I
7

これらに
相
当
す
る
芸

を
林

点

した鼓
'

拾坊水
琴

■･･q事

に
2

年以1従事した蝿fの

一･,･
Eyi)
-
爪
Ir-+

に

引JP携JPL･,年以
1
従
事
L

I.帽4のJ<る人⑳市長が

t

･T

.rJl･■･).I_I

-(L
†

■
_IJLILFtJ,･]

捜

めた<
t,*出暮■
中

JE
T

一-

'■

･rL/_;L
IE

･

'
-'
d
f
_

,'
'

(
_

の
①

に
汁
T
jす
る
方
)

,..<

I
E

JJ
_
I
(
:一

-
▼
O

Jt何
で
3
か

月以内
に咋

した

･
′

,

E

i

■
■
J
r

≠

円
∇
書付
7月IEE-3

I
F

t
r
T
_
一
■
_
_
,
/

ス
ポ
ー
ツ

平
城
･▼
山
プ
ー
ル
が

7
月
10
日
オ
ー
プ

ン

柿
の
平
y

★
山
lt
プ
ー
ル

が
L･･月
I
E
.
I
ナ
ン
し
ま
す
.

利

用してくだ
さい.

し

【Z
'
fE
E
】
-
月
川
口

～
8

月
=
日

(<
r
日
は
拝
み
)

【E
'
f
Ⅶ
】
-
ー1
10
日

-
神

目-午練
1時-5均▽1月

21
日
-
8
月
31
日
1
午
伯

9時

-一也かTと可淡1時
-
Lr)哨

(平
城
ブ
ー
ル
は
ー
月
乃
8
g

午前中は｢
t
身
ZL
青
谷
･児

の
ブ
ー
ル
で
f
EL
山
東
い
｣

院

外

のt.めl
枚

仲川はT,さ
ま

せ
ん
)

<
平
■
プ

ール∨競泳川(
2

㍍

7

n

I(

)7

'
-

リ

用

幼
児
用
各
ブ

ル
｡

も

ぷ
三
一
日
平
y
lL
■

タ

ウ

ン

内

(近
鉄
tt
の
BEB_か
り
徒
渉

ほ
分

).問い4日わ寸は肖プ

l 市宿所副4ーllU附 子聞 こ融酬了目lIIJ 町苛7月官官

内
部
障
害
者
に

パ
ス
遭
貧
割
引

心
臓
~
じ
ん
腺
1

呼
厳
語
、

関
脇
ま
た

U
ぼ
う
ζ

ぅ
、
小
胞

の
視
能
附
曹
に
よ
り
身
体
剛
脊

肴
手
帳
を
符
q

て
い
る
内
部
隊

曹
省
に
a
更
新
允
に
つ
ぎ
の
パ

ス

E
tス
Z
の
割
引

(
S割
引
V

M

か
適
川
さ
れ
る
こ

と
に
怒
り
ま

ι弓

割
引

の

君

主

z
t

i
-
-に

ス
タ
ン
プ

の
伸
剛
が
必
量
で
す
・

1
i喜

i
f
i;
 

t
jう

で
き
て

く
だ
さ
い
・

く

T
u
i
-

へ・
【
明

書

パ

ス

豊

】
書

交
通
保
式
会
社
マ
近
霞
日
本
候

週
徐
式
ゐ
在
マ
エ

ヌ
ン

t
パ
叉

佐保式
会
社
マ
商
g
t

・JR
パ
ス

ご利用〈定さい

iLEl0号イヨ号w-
岬削ヲイ河ト相つぎ叫叫"

リ 8 リヲ'^ム " 叩 a ，吋険"・'"
貸し畠Lt行勺ていH .柑噌修刊や

予ども会での映画会主，にご何閉(t!~い白

116，りill-b.'..・易相n広"・人須町7
~Þ'Jnt.mt>.多寧.爾v"同署.. 

R・.本P文化l!8，，"T楳憧・釜スポツ

"ヨ"団側・5・11:，，" Þ Il<!.~・"率>>，ニメ
ションw本，..映圃11;f.:t>lI'潤12"'t>.

a量4本b そ①修一.・..1~
[81リフィ /I..t.IJJ二〆 ンヨノ怒と..

1・写慢""ミ1)=13旬。8ミ')=5旬
《貨L幽'" 聴聞する闘の・・，.，固から.，住

所盤会・...思で受け付け 電磁予約・f印医

時U川喰.，主師免時 (8:リ'"もム 映写織

貨 L闘し時"不安"ご縛4・<f~ ~ ， 

血
贋
幽

'
S
員
禽
袋
員
通
・
の
有
術
者
の
み
惨
さ
ん
へ

奈
良
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
は
、

7
月
8
日
告
示
・

7
月

日
日
投
票
の
予
定
で
す
。

機
式
会
社
マ
+
内
野
大
客
ケ

プ

ル
闘
邑町
車
線
式
会
社
立
二
重
突

通
憐
式
会
社
マ
-R
野
交
通
係
式

会
社
マ
京
阪
パ
ス
隊
式

AE位
マ

陶
梅
電
気
験
道
隊
式
会
社

官

m
携
木
股
鋪
エ
・
・
買
佳

技
術
者
の
資
格
血
膏
董

家
庭
の
機
水
設
備
工
桜
(
朱

ji)の

E

Eを
E
ζとが
で

き
る
貨
筏
銀
術
省
の
資
織
を
審

査
す
る
試
験
で
す
・

と

き

書

官

8
月
初
日

軍
?
"
i時
着
u

i日
側
午
前

A
i

午

マ
と
こ
ろ
7

市
寄
附

6
階

正
庁

マ
受
幽
置

極
7

②
学
校

E
に

よ

る

幸

短

大

5
E
m
k苦
に

よ

る
大
マ
、
思

門

学

需

に
よ

品

門
学
伎
、

旧

事

喜

令

に
よ
る
率
五
に
お
い
て

3

1
u
 

h
E倒
当

1
2
2

泉
し
た
後
、
量

水

草

寺

に

2
Zi従
事
し
た
誌
の

i
i
i
 

E
a
i
r
s
L
 

た

B
z
f
需
号

嗣
2
号
に
婦
げ
る
密
と
同
等
以

よ

言

語
含
有
す
る
と

砲
め
た
入
門

va出
・
・
7
i
i
ゆ

鵡
省

顧
限
.
住
民
期
の
写

し

率

建
証
明
・

n
受
検
資
格

の
①
に
雪

1
主

主

3
候
(
H
M
圃

VAn
-
上
半
身

需

で

よ

目

内

に

ぢ

L
た

も
の
V

マ
事
査
手
徹
創刊

醐

同
マ
受
付

7
月
四
日
も
釦

i
j
 

平
械
・
青
山
プ
ル
が

7
月
叩
日
オ
ー
プ
ン

市
の
平

峻

剣

山

両

プ

ル

M
7
5
Hオ
ー
プ
ン
し

1
・

自
主
〈

E
ぃ
.

し

【

Z
m
E
7月日
i

i
j
u
fv
 

【聞
a
・
時
間
】
7
月凶
日t
t
p
m

四
国
午
後
1
時

55崎マ
7
月

日
i
a日

同
午
前

9
時

t
t
L
4
8
5時

(平
織
プ

ル

U
7
n
n目

ω

1
i
i
 

の
プ
1
eん
で
姦
し
れむ患
い
」
鴎

E
E
-
-
uでさ
ま

ぜ
ん
)

〈
零
槌
プ
ー
ル

V
鏡
泳
川
(
お

れ

7
2
1
ス
V

ヲ
7

2

Mリ

l
悶

幼

児

Eプ
ー
セ

右

聖
子
早
鰻
一三

li
ン

内
容
護
局
の
原
駅
か
ら
健
機

2・
聞
い
合

E
品プ

|市民体育大獄涼卸会
a月四 回 叩 9時から関拭

県富プ ル 〈三条大路 'T回〉

..仮住 ([II! . <'を学の，.学生r..uの"
図"• • .銅賞縄

ル

《
包

@
4
1

。9w
か
市

2
lッ
Z
Z望
Z

0
0
0
1
v

ヘ

H
プ
ー
ル
入
場
斜

-・
骨 閣 ;， 抽

嗣 "閣 s 咽

園 大 人 1同円 酬

人.，、入 園 円
l開"

聞 k人 1却 円 棚

悼小人 関 円 ，ro明

言
)
富
E
調
人
宣
言

Zに
2
2た
も
の
・

2

G
Z生
以
下

し

〈

E
7
4聖
m
S

M

7

2
1

;

児
期
ア

ー
;

山

三

72
3一

T
H
パ
ス

停

下

車

徒

歩

S

仏
万
三
問
い
合
わ
曾
は
同
プ
l

f
Z
216ご

" 

中
央
体
育
館
開
放
日

i
z--

【と
麿
】
?
月
幻
自

ω①
午
前

g
時
i
正

午

白

幽

⑧

午

後

1
時
1
4時

漫幽尼
崎
時
間
制

【
帽
固
】

♂
、
ド
ミ
ン
ト
ン

・3
の
タ

Z
E
2
8

1
令
書
館
二

IZ

閣

し
て
く
犯

さ

つ

置
の

2
22
Lで
く

5
ぃ.

1人2・H帆 間体'"酎 2人附 (リ レー

メドレー リレー"除く〉

市積漸体育'軍備え付げの'"民かはがきに住所、氏f"
年齢性...助島先号炉校 喝誠司$'J 命事1・HI長
曾いて、 7 凡~固定でに必積で

出.制限

剛し込み



!塁』 芦 聖 ! ! 竺 二ニ

催

し

･
馨

各
公
民
t
の
故
実
へ
の
申
し

込
み
は
､
e
=故
は
が
さ
に
也
真

名
へ
代
所
､
氏
名
'
年
a

(辛

午
)､
H
Te

E古対を書いて
*

め
切
り
目
JN
f,
に
必
書
で
.
は

が
き
1

枚にひと
り
-
故
実
｡

●
J
'
,
J
P
■
.
■
lt

=
7

J
=(
;-r._71.-LS=

です｡
暮

雄

公民館

･品
;

HJ;
,

.;

子
ども1■

工作

鼓▲

蓋

な

り料
J
J経

って

蛤や工

作
J
･兼
し
み
ま
す
.
と
き

L･･

月別目鼻

日
の
等

ハ

水
■
臼
年
前
9
時
-
10
坪
半
.

食10回
∇玉■
書姓やザ

較
広
の
小
事

生れ人.∇*め
切
リ

7
月
15
日

平

城
公

民
鋸

‥
…‥rJ.'1'

Id
仕ろ子と
も暮tJi

暮

_
I'
L

M●.

▼T
J
一
▼
.

･ro

･

.いE=
-
T,C
の､
一

g
Eg
噂
半
-
日
時
半
｡
仝
↑
回

∇
ま
■

平牡小事栓抜の小

▼lL･.∵1√L+
L･

月15日
伏
見

公

民

館

十
品
…
㌍
㌍
.

■

r
･IP
r
■
f
▲
■

r

JF

rT

･F
J

小物入れをつくり
JNナ｡

上

古7
月

2ZE㈹E.日

出

の
勺
甫
9
g
半
1
11
時
半

∇
支
▲

伏
見
中
'
校
区
の
小

サ
4
年
生
-
-中
で

生とそ
の
保

1

名25並

∇V科★
む
LT

円

∇
■
め
B
リ

ー
′1
t
Z

;

■
pJJ手
の
日
出
F
■
n
t

4
L7:
1-
〟

.
■
l
H

_
一

丁

.

とAr･
月

別E3㈹
牛
折

9
時
半
～
牛
鞍
3

時

▽
走
<

伏
見
中
や
伊
区
の
小
や
生
と

I
(.
t
_
｢
._

■
i･
r
t
EI

リ

L一
月
_
E=

若手

公民

館LL品粘ほほ

Iltt･l･JJJJ__

rl
t
′
Elr
-

_=7
1
山

L

J
l
i,t
l
1
.
と
t

･
日

1ヽ.
一

一
I
F1-_
;.
ir
一
-_
I

ED
竺
E

9時叩～
11
時
.

今5

回

∇ま■
苔亡丁甲芋幹351

の
-
王

･丁
■

]-LLU

T
J~
初
日

+
A
)I
(
I
'
t
L
II

I

くと き>81llr】棚-1日tt) 3泊4EZ
<ところ>Tfl甘少年町外滴kセノタ

(T630 12 相 rr 仰 )
<対 I>小字5･6年生 1(和人

<内 宮>-イ+′y､川斗U (丘虫採集､
事b凍れ)､クラフト (frlI工､
rlAl JdrdT PlttI '
生 ′<-rウ∫ツナyllAと

IrLt -=dlL･1

<申し込み>托枚はがきE=任所.氏名 乍l
を書いて､7I)14E3*でに必書
でIIセンターへ 多汝の1台は

■
IIf.､I■
+H
ヽ
｢

●･･i_･9､ュt､'
∵

正人
葦
中や校区の小
γ

↓
三
･

.Z
IIt
tトJ'
∵

■

用i
(人

柳円･
丁
と

も加円

∵I■
EI
･l

･
‖
t.;

京

西

公

民

館

･
品

..'

..い'Jr
'
.
.

■
t

E
みtと千のふ

れ
あ
い

●
t

■
J_

■V_I+
_■

'

,
r･
+
-

:/
+
r
こ

します｡tJさ
ー
月
SS

E=幽

午前9
時
.･午
改
～
叩

∇
王

<

東
西
中
学
校
比
の
小

中

▼

ま･･

ノ〃I

L,iJIL･

r用
中

学生以-tTEE小

学生弧

円∇

fb切リー

:
.∩,

二

名

公

民
塊

･
共

;
5
ほ
い
'I

J
休
み
t

と
千
の白
帯
f
暮

●
t

_
▲
pJ
㌧

■
■l
■
'

/

ま
す
.
･U
さ

7
月
出
目

訪

日8

月11日凶日午前9

時
叩
-
正
午

∇
文
人

小
学

1
ヽ
7
1
tr
t
-

iヽJ

L･

*め
切り7
月
ほ
日

I
)日

公

民
鵠

･品
絹

2L.b[n<
(
.
1

1･)+AJbq

RL■'+

tJ

_
I
へ.
事

､
･'
_

_
.JI

Jl･;かこ.JJj l
8月24日(金)

8月258(土)
●アラジンtJk主とのランプ
●金 のJ

LItは年YFllOl寺とLr7&1時や(rJ2時的)

荘LはがさにBilB､午申 年ilの初 任

所､氏名 tLEf書(正<用にもttBf氏名)

をtいて7月21)良(JmJ効)書でL=rl)空■
文化センター(〒l>三毛大詔-TE]5g)へ.
Bdさ1tlで2人入tZT.寺井の■さは71J

<
切
リ

ー月1
E=

iFか
b

∇
'
-

7
･
'
JL

暮

礎

南
公

民

館

h
約

鞘
一

b甜
郎出
卵

J…
.

.:;:ト‥.

ェ
休みrと

子のふれあい

●t
■▲一

一■･
■

_■

ウノ-
で兼し
くl日を
■ご

LJN
ナ

.

ときー
月

訂日加

勺
肋
9
時
I
J-
後
LL,噂

∇走

IE

■
■

■
J
'
F
./
.
-

中
乍
丘
LT
し
そ
の
伽
隷
古
訓
桝

∇
■

用

中
学
生

以上

千E
:

小学生伽
円

∇*め切リ

ー月17日

中

央

公

民

館

千
品
;
:
㌍
:
.
.

とJr17月2E=仲午折白

&･l,1t･･JL
rt

■

♯
日
中
D
･校技の小学生とモ

ノ

付I<.∴■
L･r
f

･

人弧円7ども謝円∇'

寺 ∵ I " :･ l_
l

市内宮巧古市置所管制mll代 子臨二叩 ト了間.1

i
i孟

へ
の
ゆ
し

;

、
伐
復
は
が
き
に
星

名
、
高

氏

名

、
年

省

筆

空
、
E
君
主
、
て
鱒

め
切

2
1に
必
舗
で

J

2
1
11
1
2
.
 

i
3
2
5
M
 

f
i
i
 

で
す
・富

雄
般
公
民
館

z
h
t↑一了
1

Z
1
t
官
側
5
3
8
6

手
と
も
俗
画
工
作
般
書

2
5料
品
う
て
一
車
工

作
を
棄
し
み
ま

す

と

S
71
7

au-
-
5
 

4
E
9
1
E
 

金
問
回

V
定
員

省
泊
中
学

後
区
の
小
余
金
約
人
・

v・
め

③⑫⑤③ " 

AW18 Jifマ ゅへも~~

切
り

7
月
何
日

平
平坦

52 
夏
休
み
'
?
と
も
・
温
飯
室

番
通
の
初
場
か
り
学
び
ま
す
圃

8
7品
目t
官

Z

I
T
U
-
i
 

nv
・忠良

j

一平
線
中
ヤ
校
M

胞
の
小

学
生
初
人
・

va閉
め
切
り
:;
;
7

月
日
同
日

伏
見
公
民
館

;
E町
一

E
L

i
-
-

;
;
飽

子
で
小
物
入

2
7
2
t

と
-
e
7
7月
邸
内
刷
幻
日

刷

の

詰

9
時
半

1
日空

i
g
i
l
 

i
z
 

--
倉
山
“

a
v省
略
拠

-約
千

棄しし頃体ゐ.大綱笠の自然のφで子ど

も.ち~付の集団生還を過して厳しL吃貫通

との出金しk自然と@ふれa礼、包どいろい

ろ怠鯵糧費をしてもら.うというキザンブでて，.

同

マ
局
め
切
り
:;
;
7
凡
ua
悶

-
属
と
主
?
の
自
白
商
慣
贋
蝕
窟

奈
良
公
閣
の
白
保
必
観
惑
し
診

す
・

?
A
i

9
時
半
。
午
後

a時
マ
定
員

i
伏
見
中
予
校
区
の
小
守
生
と

そ
の
保
旗
街
初
組
マ
・
め
切

り
:;
;
7
n
m
ロ

童

話量

車
体
み
子
ど
も
鎗
酒
敏
宣

同
然
の
罪
を
掴
"
に
肉
幽
に

をか
3
e・4
1

Mmotg月
お
自
の
毎
週
日
曙

早
一一瞬
921日
時

-f

回

マ

定

員

宿
車
中
学
校
区

の
小
学
生
駒
人
マ
・
め
切
り

i7
凡
鈎
日

子
ど
も
自
然
但
務
.
寝
室

樽

戸

i
i
i六

甲
山
教
樋
で
忽
花
や
昆
虫
を
観

くと . >刊 "仲 4醐柑日

くところ〉刊少年野外醐センタ ー

〈干脳 -"厳原町 宮@醐初
象〉小学 5• 6 "'!t 100人
.>ィキー〆グ川町 (昆雌焦

醐醐〉タ，ヲ砂〈竹・tτ
作刷〉屍直観京野外炊事等

生 eードウ."ング"ど

<0加費>"悶悶
<0し込み〉閥" 闘 に 問、日柑

名望雲母竜訴.号、保.1>1';

開いて、 1111岨きでに必着

で岡.シター~多数の喝合"

n・a

く対

〈内

J 

F
I
s
h
-

-
与
歯
周

8
時
jh
与
後

6
時

v

z
i
El
 

i
a
-組
雇

用
i
大
人
瑚
門

下
ど
も
割
問

マ
-
め
切
り

ー7
H鈎
日

iii 
夏
休
み
・
と

Zふ
れ
あ
い

2
2
2守
主
婦

3
3
a援
し
く

一
口
を
過
ご

し
書
す
@
と
き

7
月
幻
ロ

ω

午
前

9
T
S
s
:定

員

E
E
Eの
小

市

Z
と

そ

の

保

書

面

マ

2

3
1

:

 

Z
骨

マ
t
T
7

H
げ
B

手 ~

" 主主
著五民
72館
1穴
3九

夏
休
み
・
と
予
の
自

m-m・・

2

2
u値
F
Eし

志
す
・
と
き

7
月
U
目

釘

目

8
月
日
目

鈍

目

E
9

E
hE午
マ

定

員

小

9

3
6
5等
生
の
稜
子
鉛
un

マ

傷
め
切
り

7
n
H
N目

春
日
公
民
館

亨臨間程
U
H
-ー

l
i
i
z
 

-
証の
:
E
4

E請
で
植
物

Eし
ま
す
・

と
き
?
?
月
舘
口
側
午
前
8

崎
市
S
午
後

4
vz

1
5
11そ

i
i
i大

人
醐
阿
子
ど
も
醐
阿
マ
附

【m文化センタ瞳し案円 E

昌也~アニメ鴎固曾
8月24日(金)."れf白山河方カミ

・しろく攻〈んどこへ

め
切
り

7
月
山
口

富
〒嵯

!!i 
夏
休
み

T
I
t
-ぃ

‘
願
書
東
条
湖
逮
覧
企
歯
車
条
欄

，
ン
ド
で
識
し
土
日
を
温掴ご

し
ま
す
・
Lc
e

7
月
mu
日

-

q
腕
g
略

1
午
後
5
時

マ

定

員

E理
学

校
区
の
小

中
学
生
主
そ
の
傑
費
者
初
制

i
i
i
 

小
学
生
面
円
マ
硲
め
切
り

7
月
汀
図

中
突
公
民
館

z'i
'-i 

司‘，Mw
e
5
0
6

2
2
3
l
g
z
 

言

で

き

2
2
2
2

守
空

7
2
gの
2

2
2
E
f
t
E
 

と
お
り
放
映
し
ま
す
・

企
さ

7
月
江川
同
倒
午
後
l

0

7
同
2
日

i
n日
は
下
水
董
事
業
豊
益
者
負
目
童
ハ
第
1
期
》
の
納
期
で
亨

O

8.25日(土)
.pラジンと魔迭のランプ

・盆の・
上県は午前w・H 午後 1時中附2叩

径置憶がきに穂週目、午跨午後@別使

岡崎氏名、電...【翠.聞にも笹粛民名)

を.いてア月初白{燐伺省婦1.でに'"聖a・
'"センター骨三条大O-T自問ヘ

障が堅守徹で2人λ・司.多鍍@・..舗量

E
b
-
-
7
E
 

f
E
Z自

門
脇
被
ニ

京
畿
府
立
大
宇

9

E
R
 

2

2金
書

L
E

て
よ

l
Z各
公
民
館
に

傷
え
付
ゆ
り
て
い
ま
す
の
で
、
品
有

1
1
"へ・

平
織
児
盆
セ
ン
タ
ー
の

サ
マ

1
ス
ク
ー
ル

S
A
ETお
日

の
5
前
6
日

マ

と

こ

る

写

置
き
ン
タ
l

書
官

v
g
tン
プ

Eハ

イ
キ
ン
グ
広
uc

マ
定
員

小

写
4
年
生
ty
中
常
生
駒
人

マ

Z
2
7千
円

Eし

号

2
2
1
?月

初
日
ま
で
に
平
姐
鹿
児
宜
包
ン

タ
l

(字
削
厭
凶
殿
町
こ
の

δ

宮

@
2
7
1
6
v

へ
v
m

明
会

8
月
S
困
問
午
後
1
時

か

ら

日



! 室 !些 些 ± ! 竺 ±!一 芸虫垂塾
▼

一
r

t■
γ
,r
'
･

∇
内
宮

タ
'
7
-

ゲ

ム

,
.
･
L
_

ワ
I
t
B
;

7月
15
日●

It
E.
q

いl●tr
'
■

-.t

･
j

1..-
I
.

_I

-
.
ヽ
■
l
■
-
,･
粥

_Fr･･

日
時
半

∇N<

小9--

3
義

人

(慧

作
可
J

∇'め切
リ
ー月I
En
.

■
斗
<
'
_
t
t

･
I

7
月
幻
日

-
8
月
別
En
の
毎
q

余
I
ED
e

午的9時半
1日蛸

群は小字
ユ
T年生
､
J-
練

-
拷
-
3
畔
は

小学LL5
6年

1L
･†
L■

J.r･(I

め切り
7月19日｡

古
市つ

子

祭

-,I"J
_
'
√L
_
-
_
rJ

L
へ

ギhE3F
故
の担
い手
と.h
l

････L▲■tf
･
f
I
r
.

りをH指した交紙の'とし

てZE≠し
暮

ナ.多徴
の

暮加

をお持ち
し
て
い
J_
ナ

(即事

3
は
あ
り

暮せん
).

と
き

-
月
t
En
世
々

後4

時～8時半'-
月15日
側e･

SE
10

時半-e･後4時
半

∇

と

ころも
ホ
児
童
柏

(古

市

巾l二･ハ
三

b
3
-
3
0
0
)

∇
メ
ー
/

LL-7はけ

たけ

ー■
●

､
1.▲T▲T1._

も

ひ
と

つ
に
な
っ
て
-

∇

内
容

14

日
1

bC
船
と
は
し

■
■
叶
丁
ド
●
■
t
t

■■

マジック
映韻へtEE
I見

や
と
は
し

警

バ
ザ

▲
一
-
′
●

･

'
-
,.

留学生と遊ぼう/

外El人留学生と交廿の*い
■tlト IJEilJDt■ I.■ ●tP ､

-▲flとでよt*を深める炎 しいflLでナ.

と き 7月22El(El)午前1〔)均一千社3時
と こ ろ ff)正一集有事半枚 (法事tYrl)
正 A 小耳 1年卓～中'f生】50人

内 妻 全仏の集い yループ別行軌 レク
リ1-yJ/ Jq

+ 加 科 ))〕円 (長食代)

申し込み 往徒はがさにtL所 氏名､弓添書号､

亨校名･ナ鞍,烏別 を書いて7月14

El*でに必首で外ZI人中事生と支払

Q)■いZt行IBJL金 (十630法7専P7

135l一集拝辞円)へ,rdlい合わせは

平
城
わ
ん
ぱ
く

小

e

入

門

と
舌
8
月
L･･E;㈹
～
8
E;

め
-

泊
2
tE
∇
と
こ
ろ
元

■
f

J

L,ir_･
∵r▼

良蛙へ札止汁lJY
耗r
銭
瑞

な

ど
∇支■
小･中予生

餌
人

▽
暮
用

5
千
円

∇

申し込み
P屯か
は
が

きで

ー
月
神
目
ま
で
に

平y児暮セ

ンタ
ー
(r5#特E二〇

〇

七
㊨
2
-
1
6
)
へ
.

t
少年
を
非行か
ら

守
る
市
民
の
♯
い

7

8
月
は
｢肯
茎

叶lE

防
止
#
K
月
ZfJ.
作
並
の
一

FEとしてつぎの

よ

うに
閃
き

暮
す
.
多
政
で
事
加

-ださい

-
L
■

･
ZL
T

<
,,
■

-

時
半
か
ら

∇
と
こ
ろ

叩
史

J
て
日
t

･

,._
･
■

一丁臼)
∇内書
兼萌

ri
･金

いにヤ･1｣
八m
は

三J
山
平
】等

は
t
の
九
手
書

は
さ
ん
)｡

市

文

化

協

会

の

大
和
文
字
版
歩

と
さ

ー
月
22
日
岨
年
前
8

時
45
分
集
合

∇
行
舌
先

ニ

ト

山北､瓦'
の
卯
､
九
立

代

G
T
f
'

･
･､

:
･
t
4

9

人

∇

●加■
〇千円
∇

そのJ!
弁当汚さ
∇申

し

込み
托復はがさに旺
lF

氏名､t法事i.モ書いてー

r∴1･Irttt
._
_
_

Er

手

刷大宮
巾
.ハ

二
T

rL

℡
㊥
2
6
1
6
)
へ
.

托含荷札セン
タ

ー

諾
.

細目ー7m

rZ
t
■

■■t

frEdr

と
L

L
～
CL-～

gE;㈱

斗羽9時-
午鼓L･7時

(

i,E;_ま午鼓8時半iで)

∇
と
こ
ろ

同
セ

ン
タ
ー
･>JE

■､▼_∵
出

41)
J

I

t.'
-I

-
q

ll
r
d
I
I
J
L

∇

出
品

邑

S内
在
性

の
小

身■半帯
児
∇出品
点■

Se門別にひとり
-
点
と
し
､

何
ガ

ロでも
可

(
人
書
は
ひ
と

り

-点)
∇作品のJt入

r
L

I
;

r

こ

II∩

｣
⊥
,･
iL

･
3
1
▼
t
､
q

rr

ポ
挿

珂
セ
ン
タ
ー
へ

(月■臼

は捨
く)
∇4'の他
山y

へし･.●▲｢.,17JK
.
し

一

す
.
t

LJ出払L.全■
L.たま

ゝ
一
■

｢一▼.

サ
マ
ー
ス
ク

ール

JJL
i
■■
-
･
p
r
t

c
叫
-

i:tE
3E
⑧
申
す
缶
E･
8

日

･

.i
I
I

_
I
I
i

■

-
8
T
9
E
:州
-
1O
u

拙
.
い

すれも時
間
は
年
前
10
時
-

午

後

3g
∇内を
水
洗

ア

ニ
メ
t
t

マ
グ
ウ

ノほか

∇

走■
･①､◎
､
①
と
も
知

的
t

X児細入と錬士占∇

申
し
込

･

t

は
が
さ
に
蛙
薪
､

氏名
(蓋
する
伽き皇
ハ)I

叩
J

▼T.■小一...
1
_

い
て

7月訓日暮でに必着
で

t

♪t
H=P.I∵)▲｢

也
.

水着へ姦
77へタオ

ル､弁当手持4'

王
蝕
み
J
rH
l汝
暮

･
'■

･
り
･
I

>
･

;:

ご
･
､
･
日
._

_

'

叫･･

後
1

時半13時半
(8月即

日
の
み
年
前
10
時
-
正
年
)

∇
支
■

巾
内
在
性
の

心身
■

哉魯
aJl<｡多い5<Pは

抽q
∇内を
形成かbt

■■
■■▲
■
■
l
l
J
･..

F_
∵__1
_い
.
.--

糾
せ
は
自
己
邑

∇申し込

re

はがJdUに
e
J所
､
氏

名､

■■raこ

.
.

･I

一
1

_
t
･.
I
=

p
仙
■

l

書
い
て

､L･･月11Eまでに必

書
で持
セ
ン
タ
ー
へ
.ttti

へ
7
,

7ク,I)も可

サ

ン

ア
ビ

リ

ティ
ー

ズ

奈

良

諾

.1鵬
=
E
77
3

ふ

れあいバレ

ーボール大

●
･･
L

･
1
∴
IJ
廿
I
■
け

特
･p･
牛
改
E･,特

E>
Z
L_

市

花
吐

･

在ねで中サ並
以
上

の

萱

の
6
ナ

ー

ム

(

1チ
ム
6
人

)
▽

7

;

_
_
■

H
r
'
-
･

●

-

リ

ダ

y
LI
上

り
/

トナー

･
一
卜
ヽ

･･
_
･
■

L)..Y･

ナ
′
ソ
ト

f
∇
暮
加
_

1

人
畑
円

∇
申
し
込
み

チ

ムごと
に7日〃15日
暮

でに

■
_
.

L▲一札.
LL■<
.

,

･..
_
.
,
し

-t
.

■
◆
I
f

rJL■●■r

･ヽ
_

T
t
r
■
t

<■▼■
水
泳
の
日

(水■EE人中_8)

は
年
前
10

叫-
正

午∇走▲

･①
3E
窪

･
在
ヤ
の
小
学
生

ti_■t◆L<n･Ef

▼LIJ

T
l
〓
-
I
ヽ
■
T
r
T

r
r

q▼′
▼■｢〓-
_
JL

∇
良
■
料

-
官
族
畑
H

C,

申

し込
み

はがさ
に

は所へ

八
-

t
J

r
山
]1
.
-
'

.
I
･

∴
.
I
f

;

'
払

J
･
.

壱

書

の

衣

:

…
‥
‖
.∵
｡

'

■■
tLI′ハ■■●

と
d

L･･
月

19uEJT乱-哨

辛-
･,時

∇知&
巾
在
住

･.
..･
1

い
ー
:.
t

∵
_
I
_

X

jL
〓

日
生
#
｣
九
妄

法
さ
ん

(笹
井
耶
三
■
叫

平

等止
暮

)

∇申し
込み

不r
当
日由
嫌
会
場
へお
こ

し
く
だ
さ
い

.

悪

事

任

■
K

習

会

岳

名
'
身
仏
i
害
廿
の
介

_
I

_
J･
r_
Ll
I
.;
]
l
'
S

L
O
+
.とも

ED月-兼年3月

∵
■
■
1

4
Pl■

rh

t
､
-
1
Y
G
r

N
r
_

(
価
時附
)

③
共
有

(B
特

ZE
)

∇
正
▲

袖
杜
事
N
iJ

F
J
･
t
'
-
J
M
･
･Y
/
I

今
後

¥血+仕■
とし
て甘環

をfPす
る刀
7<
∇申し

lJIt
▼
d■If■'rrJL

f

t付けの順一-MTJ-‖′131日

ま
で
に.多
い梢4Eはtq

l 市世間剖附 亨臨調師団 1 町τ可~
聖
子
ど
も
・

4
7

2団
側
午
前

9
2h時

事

E
R小
学
生
駒
人

マ
喜

i
ヲ
ト

ゲ
ー
ム

ア
一

7
E
E
S
U

7
月
山
口
・

害

者

い
お

E
E

と
き

7n泊
目

18nn

日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
叩
時

1

日

空

マ

Z
小
字

21

3年企
あ
人

seen同
質
思

マ
幽
閉
め
旬
以

7
月
四
目
・

夏
休
み

E
E
S

1
2
iA
E毎
週

童
図
・
午
前

9
時

半

占

的

Z小
学

:
z
a

l
T
2
1
4
 

盆

E
R
各
犯
人

詰

め
切
り

7
月
四
円

〈
閉
し
ま

v
uが
き
に
住
所
、

氏

名

章
、

3
i

留学生と遭ほう/

外国人留学生と突叡の集い
留学生かり咽 帽を闘い削、和敬、 ゲ
ム忽どで"愉を深める楽しt備しです.

い
て
詰

め

切

り
自
主
で
に
・

2
3
多
量

2
2
.

古

市

つ

手

祭

事

量

舗

の

盟

主

念

L
Z
里

1

2

6
子
ど
も
の

F
仲
間

7

2
8衡
し
た

高

の

Tし

て

P
E
g
i

E号
し
て
い

5
2

習

t
Eと
.

と

8
7AM日凶
q後

4

時

18時
半

T
M
HU
日
同
午

E
E
;
T
E
V
 

と
こ
ろ

古
市
究
室
僧
《
古
市

町-一

一iT
D
ニ

e@7300)

マ
メ
ー
ン
テ
ー
マ

は
ば
た
げ

未
来
ヘ
1

子
ど
も
も
必
L

と
勾

も

ひ
と
ヲ
に
匂
つ
で
1

マ

内
容

M
7
E
S
L

徳
商
ゆ
学
校
吹
奏

a
a-
-圏
実

マ
ジ

J

E、
白
日
目
風

俗
L

ぱ
L

縄
振
底

パ

ザ

fzコ
ー
ナ
ー

2
・

7月四 国)午前1湖 -'1'¥1:3嶋
市立一条高等学段 (接車"。

小学4厚生~中守群生，w人
全体の集い グループ明4斤勧

" <ーシ・ン劇

X泊阿 L昼食代〉
醐出舎にt閥 、凪電話相

柑名 帆 酬を書、1て 7月"
目盛でに必費で舛掴人留，生と.・院

の.ぃ実行副会 内醐軒町
..，一条高校内}、問い合わωa
..術婦人縛少年限へ

-e
ろ

R
g

-
』

と
と
定

肉 レタ

-加 利
同院し込み

平
揖
わ
ん
ぱ
く

小

僧

入

門

と
き

718n7n凶
jllgn

?泊

2;と
一
事
i
x

-Re
(aw陵
町

V
V内

容
で

錠
催
、
細
見

woq
機
樽
、
法
読

z
i
小

中

Z

句
人

v-
m
iSエγ
肉

マ

O
S
i-

-

7
月
初
日
ま
で
に
平
舗
兜
宣
セ

ン
タ

〈守
仙
歌
姫
町

一一

O

O
z
-
-6z. 

青
少
年
を
罪
行
か
ら

守
る
市
民
自
集
い

7
8
2「

i

防
止
強
寓
月
四
、

権
進
の

一

環
と
L
て
つ
ぎ
の
よ
う
JP
開
き

t
ii
〈{

と
喜

一
7mg日
冊
午
険
I

E
E
--Z
E
 

!
;
i
 

一
T
目

)

マ

内
審

黛
繍

『患

い
に

Z
Z
E
U

三
愉
山
事
場
争
住
暖
の
丸
子
写

桜
さ
ん
)
・

市
文
化
協
室
田

大
刊
文
学
敏
歩

S
7月
背
側
午
前
8

時
ぬ
分
集
合

マ
行
事
免

i
一

占

縄

置
の
剛

孤
立
民

BEz
i

防

人

マ
・
加
・

3
乎
阿

V

i
i
-
-し

2
2
2
Sに

住
所
、

2
!
?
 

i
で
に

E

i

E
(字望
書
六
l
三
l

仁

二
九
日
中
五
阪
奈
ピ
ル

4
F
M

E@2646v
ヘ
・

総
合
褐
位
セ
ン
タ
ー

リ

E皐

7
・
干
一

官

官

⑩

1
0

J
A品
。?
?
3

j

i

 

g
-6n附

3
1

9
日
凶
午
前

9
時

1
午
後

5
時

l
u午

後

3
草

E

z
t同

セ
ン
タ
ー
品

i
i量

2
2
E
E
 

i
i心

身
障
者
宥

児

マ
也
晶
感
量

5
E
t--

、

何
億
円

i
z
-
-

り
i
A
V

マ
作
品
の
也想
入

再

82
nω
i"-

i

4
52

6

 

1
;ー
コ

H

M
総
く

V
Vその
他

幽
M
R

Eの
書

uE
E
K

て

ま
た

E
Z
Mに
E

U

副
会
限
り
az
す
@

ザ
マ

l
ス
ク
ー
ル;

;
 

n附
L
幻
円
凶
⑧

w

，aa
8

n2H附
5gu幽命
薪
小

g

'gHngn側、
ωM胤
い

ず
れ
も
時
聞
は
午
前

ωt

習
時

VE
2
7

7
E
:
7
2
 

マ
定
員

会

雫

③

と

も
知

的
障
拘
兇
加
入
と
保
護

a
v

申
し
込
み

E
eに
住
所

1
2
1!
 

!

?

主

い
て

7
22
Z
J
必
着
で

zs
iは

PH

句

者

量

制

子
、
タ
オ

ル

弁
き
を
待
... 

夏
休
み
陶
芸
敏
室

と
き

71
1
6
n
H

聞
と

8
H
A
初
日
附
午

後
1
時
事

63時
山手
《
8
月
初

日

午

盟

守

正

午

》

i
z在

住
の
心

a

脊
省
副
見mM
人
・
多
い
場
合

u

z
v
g
Eか
長

T
語
、
4
2
2

繍
噂

マ

費

問
料

編
制
・

u"

f
i
i
 

i
i時
民
角

低
省
、
‘
u
E

〈
7
，
ヲ

ク
ス
V

暑
い

込

書

の

自

E令

書
い
て
、

7
2
2
E必

雷
で
向
セ

y
タ
1
'
・
電
話

《
フ
，
ヲ
ク
え
》
も
可

サ
ン
戸
ピ
リ

テ
イ

i
Z
奈
良

』

:

⑮P。7;ヲ;s
 

ヨ

F
AA凧
d民‘M偶冒
。

773

ふ
れ
あ
い
パ

レ
l
dボ不
l
ル
犬

金

!
i
t
 

時
t
、
午
後

3
時

マ
剣
-
e
i;;
市

;
i
 

心
身
幽

Z
Z安
福
鼻
息
告
の
6

畠

71

ふ
《

1a7ム
6人
V
V対

戦
方
議
γ
;
;
与
前
ゆ
M
3
aナ

ム

リ
ー
グ
献
に
よ
り
シ
ー
ド

a71

ふ
均
給
匂
与
也健
闘
嵐
置
浄
定
ト

;

1
3

1
 

入
瑚
阿

veし
£
み

予

ム
ご
と
に
7
月
日
目
ま
で
日
h

a
j
j
 

は
空

し
ま
す
v.

-罵易
体
温繍
夏
期・・
0
・
塵

と
き
7

①
知
的
働
省
省
医
学
年

目

7
月
例
目

W
S初
日

ω③
知

的
障

15
・7i

ω68月
4目
ω③肢
体
不
自

幽
'
R
月
7
口
川測
も
日
日

ω固

f
i
l時

半

J

主
械
の
目

(
k

・B
a

・g

t
ωi平

vz

i
i
 

z
z
z
i
z
 

学
生
以
上
聞
刻
家
鉄
⑧
市
在
住

事

2

1
m
E

V
健
院
制

1
家
篠
田
門

マ

es
t
i
 

k
i
-喜

い
て

1
官

1
t
z

a。
司‘
.

吾
容
の
軍

i
富

町
一
七
。
一
T
一

;
Z
317 

E
Z
Eの書
会

と

si

1
3
1時

T
A
V対象

Z住

の

ω畿
日
以
上
の
方

nv

・a

・

-
蘭

「一

日
生
涯
L

丸
手
孝

法

さ

士

宮

型

ニ
盟

専

等
命
佐
.膏
〕

マ歯切
し
込
み

不
宅

3車
事

へ

お

こ

し
く
ど
さ
い
・

高
僧
省
身
体
障
害
者
の
介

?
i
l
z
 

し
ま
すS7;;8月

4
3月

v
-
-
U
R
①
講
義

ハ閣
時

間
v

z-
温
情
敏
宵

⑧
実
校

《
同
時
間
)
⑨
実
習
〔
随
時

間

v
E
負
担
霊に

E品
聖

書

2
1

ifし
て
登
録

i
!
?
 

?

i

 

-h
zE
7
2固

ま
で
巳

多
い

害

u
司



男
と
女
の

ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

,IL
J;∴
(-_
～
〓
;
-

日
の水
■
日
に
7
回
｡
時
間_

牛
後6時芋もtF∇と

こ

'･tLrrI,
L
･

L
･
(

書

｢わ
ん
な
ぅ
て
､
お
J)こ
っ

て
､

壮
ん
だ
ろ

つサ
ー
つ
く
ら

れ
る
女

･
明
太
■
-
｣

｢
ウ
イ

シ
十

のdIのわんな
お
と
こ

■
1
.

/
I
-
･
■
Lr
い
■
､

｢
こ
う
な
ぅ
た
b
い
い
な
あ
女

と

列界
の
視
点
か
b

｣
七

･
L･
lv
4

'
t

n

I
れ
′

人
40
人

∇
申
し
込
み

托
55

はがさに任所
氏
名

牢
■

hrj
I1
.,

.-I.1･

-

E;･Nでに必
苛
で
■
女
せ
セ
/

'
-

｢K
と
女
の
'
イ

7セ
ミ

ナ
⊥

d
L
(千
畑
東
日
柄

_-Jハ

EP･1
1
-1
'

､.■HI_

'1
J
'
■
.

奈
良工
兼
高
の

工
美
技
樵
t
E
座

〇
日
-
_
Y
IrT
E
t
>
Lr

粥
放
k
t
と
し
て
つぎ
の
と
お

r

■Il丁.

コ
ー
ス

M
-
ワ

プ
ロ
と

バ
ノ

nン
〔11月1
EE
～
12
月

王
台
ガ
ん

汎
が

ん
検

診
は

空

囲
受
け
k
L
よ
う

●
F
_

t
JL
■
･
↑
t
■
_.

上
の
女
性

●料44
抑止～69士
子宮

が
ん
汝
抄
は

千
円へ九
がんjF

n
｡
州
･

.
,I_■
k
I
･･
.h

う
)

∇
叩
g
以
上
､
生
凍
伽

■

n
J'.々

■
L
V
P
Jr

_

料

(申
し
込

み
蛸
に
申
し
出
を
)

●
●
t
.u
It

4
f
r.
･]
+

_

.
T

tr†
d

■■r
lL

r.事t
r

/クー
へ
｡
申
し
込
み
姓
受
診

■lJ.I,一rl_'_

関
で
暮

し

てください

4
分
日
児
g
i長

路

‡

●
村
上

生
後
4
-
5
カ
月
の

●内宮身休
tI■
仰せ

●
■
●

J
_
-
ト
■
7
"
;
.

70歳以Iと
生
活
伴
ま
け
比

税井苛税
伐

書
の
人
_J
L
料

(申
し
込
み
特
に

申し山

)々

●
申
し
込
み

"

で
ー
月
別

-_
_
f･
Z
T
t
_

■Il_I.t

I
tノ
ク
ー
へ
.

鈍
ほ
う
住
宅
人

介

よ

鼓

室

JJき
ー
月
1
E=㈲

盗
EE

桝
の

午
杜
1
時
叩

-
1
特
叩

∇
と
こ
ろ

素見保
V
hE
(而

_
t
lE
'

L･

tT
LE.,ヽ

故老人への抹
し
乃

介
書
の

.

N
-
(.
～
_

_
(.
_

生､ピ
サ
･k
｢痛
ー
･r
惇
毛
人

の
介
兼
｣
.･
境
な
ど

∇
正
<

tJ･rLI
TL.小
J
F
._

心
与
捕
っ

てい,･)<知
人

∇

申
し
込
み

t
許
で
書
<
伴
t

N
=
(℡
⇔
6
-
-
-
)
へ

◎

○

◎

○
センタ
ー

不
細
大

の野
犬
化
を
防
ぐた

め

の
ワ
ンワ
ンセ
ンタ

です
●

【と
き
】
-
月
17
日
㈹

∇
勺

併
9
時
～
_0
時

壬
付

∇
午

I
(

U

h
I

i'-
■
7
t

L
I

希漣省
に

は
血
旺
t
¥

や

t操を行
･ET
は
か

仝

n

i-I-VIIII
II

f.
◇
和
書

小孔以上の人
と

そ
の
6*
■
"

◇
と
Jr'

-

月I
EE㈱
午

後

I
q
半
-
3

時群

◇

申
し
込
み

講

で
市
SZl

ホ
操

●

セノクーへ

成
入
館
料
+
血

相

陳

<牙宝
珠Iセンタ
(旦

と
き

ー
月
～
日
仰
今
後
-

美ケ丘二
丁目

℡㊥591
時
や
-
3
特
半

∇
と
こ
ろ

-
)

>
盲

-2･
3

丙
奈
良
保
甘
セ
/
タ
I

(胡
苑

･
I
f

.
▲
P

{4hPJJ
･h
I,_､
L･F_
_

∩1~ホ_
･.
LrjIrt..I
1

r
t

-
-
I
_

r
t
■

､

V

て
い
る
人

∇

内
書

毎
日
の

小f√ー■火
'
'
_
_

.
-,1Oカ月児態ホ相朕についての土比交洪∇申し込み℡男机で古手▲保t

●3=&生後t0カ月児知人t/夕

1(ODE,91上へH …ゴミ収頚71事の

仁一はつぎのJL区をT主してい1す (事
廿に上り首fttすることも̂ りiTL

q一EIEl的】jgr■ .1 lヽl

Jlや ●tLILr.i. ItT LJPr.trhP
j'､ ｣とん じ〇一r_ん (_1_

みI.どのtth 薙兄Vとタイヤ
ElそれぞれEi介してIhLでくだ

さい,tll■ T4■- 1

同引窃呼込市世所E.'J:~I:IIII I柑 〒聞こ開閉 T目1-1
男
と
立
の

ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

;il 

E
Hに

7
1
E

午
後
6
防
学
1
8崎
マ

と
こ

ろ
7
;
;
県
女
性
セ
ン
タ
ー
マ
内

容

E
;
;，

;ん
Ez--つ
く
ら

れ
る
女
列
京
楓

l
』

「カ
イ

シ
今?
の
ゅ
の
お
ん
包
お
L
C
こ

S
F
E
E
F
 

「
と
う
は
噌
た
b
い
i

、
伝
あ
氏

自
l
男

員

2
7』
伝

ど

vz
i
8

4

E

2
2
 

2
E住
所

氏

名

員

E
V
Sい
て

i

日
ま
で
に
必
稽
で
鰻
女
笹
セ
ン

?

「男

皇

官

イ
ヲ
セ
ミ

ナ

」
傷

【平
醐
東
向
醐
町
六

B
@
2
3
0
0
V
ヘ
・
多
い
樋

t-
奈
良
工
幾
高
の

工
繁
置
栴
鶴
座

百
工
窓
高
等
学
校
幸
俊

鴎
触

mwと
し
て
つ
ぎ
の
L

とお

り
開

t
t

コ
ー
ス

M
M
ワ
ー
プ
ロ
L
C

;
ヨ
ご
H
凶

R
t
u
n

g
B
の
u
ω
湯
上
曙
B
午
後
v
、

E
H
ワ
l
ヲ
固
と
バ
ノ
ヨ
ン

i
;
3旦

A
-
豊
富
角

i

H
1同
日
と

8
月

n目
4
y
M

H
V

マ
E
R
-
-市
内
庁
併
作
の

成
人
で

M
E
2
1ス
隠
各
凶

人

A
2
1
3
1
=

周
;
;
旨

3
1
2目

?
用
車

Eし
込

と
き

T
凡
9
日
開
午
後
l

位草
5
3時
半

マ

LEZ

喜
良
保
健
セ
ン
タ
ー

《

z

a
-
-E

V

マ

z
a

i
T
i
i
L
 

て
い
る
人
マ
内
奮

毎
同
の

介
署
員

Z
E
Gど

に
つ
L
て

の

官

事

E

し
込
あ

ー電
話
で
省
事
康
保
健

t
f
aT
1
1
Z
 

0

7
月
間
日

1
羽
田
は
固
定
資
産
税
〈
軍

2
期
分
V

の
納
期
で
菅

O

み

自

民

舎

に

華

氏

名
、
写
省
喝
話
舞

uq
コ
1

央
金
・
・
い
で
7
月
um
自
主
で
に

--m豆
軍
高
・
学
傾
倒
級
畿
座

T
Z
B
-一一七下

一
E

4
0
5
4
ヘ

多

い

習

は

霊

開 園醐叫
也子署F・を忘れずC

Z
垂
か
ん
乳
が
ん
倹
館
内凶

年
一
回
受
け
按
し
よ
う

-Z
E
-
-

上
の
女
性

-
科
会

初

ait-闘
隼

一一子
宮

t
E草
門
、
乳
が
ん
検

診
は
柵
内
《
医
療
峨
舗
で
支
弘

ラ
)
円

vmwa以
上
、
生
温情制限

襲
、
住
民
役
非
爆
後
世
稽
繍

伺
〈
山
中
L
場
の
時
に
曲
中
L厳軍〕

Eし
吉

国

鈴

と

品

i
i
g侵
害

ン
タ

l
l
t
i

療
を
辺
り
ま
す
の
で
医

a'a

闘
で
喜
し
て
く
ど
さ
い

4
か
月
開
瞳

-
m
E
a
E

-子・
Q = 

生
蚕

4
;
1の

" 
.1>例凶

e 

'1' 

日一

L
M一目

鎗
慎
膨
竃
思
で

胃
ガ
ん
横
膨

-2

2
2
2《

6

か
月
以
内
に

E
x号
館
切

れ
允
方
と
怪
樋
は
除
〈
V

-
と
き
と
こ
ろ

右
褒

内“
特
検
鯵
、
後
建
値
担
金

キ
落
の
得
術
専
の
陪
か
剛
健
R
W匁

E
Kつ
い
て
の
君
品

az
緩
の
発
行

官

宿

舎

付

日

午

前

9

脅

i
M川崎

〈
横
風
保
健
所
A

酎
ホ
辻
町

E
@
6
1
7
1
v
V毎
月
篇
1

2
a
j
E
E
 

E
ヘ

八

i・
セ
ン
タ
ー

憂

き
丘
三
了

H
E
i
-

-U
背
餌
1

2

3

4
H
4
R西
宮

古

在
住
省
調
人
・

需
U
F色
が
必

要叩
カ
同
児
瞳
蔵
相
酷

• 制• 
i
i鈎

人

つ.何時蜘.前9_*-10榊

-EE
お
・

1
ω
a
u田
岡
・

怜

歳

以

;

書

量

E

襖
非
課
税
僧
需
の
人
U
傾
斜

ハ
山
申
し
込
み
時
に
申
し
出
を
)

・
申
し
込
み

喜

で

7
月
初

日
ま
で
に
市
役
所
衛
生
寓
か
様

纏
包
ン
タ
l
ヘ

-
と
き

毎
月
賞
2

3
火
曜

日
午
後
l
u町

-
と

こ

ろ

古

保

健

所

谷

本
辻
町

宮
@
E
1
7
1
)

za
-
-

E
へ

痴
ほ
う
性
老
人
の
い
る

叡
鎮
の
受
流
会

由
日
う
性
老
人

介

園

叡

重

2
7
2品
官

官
午
後
1
時
半

i嶋
中

Z
こ
ろ

宮

保

書

面

本
辻

mv
マ
内
密
銅
山
ゅ
う

草
人
へ
の
篠

L
方
介
被
の

コ

y
a人
の
栄
隻

闘
の
術

;
ミ
痴
ほ
う
E
人

i
t
F
J
ER
 

舗
は
樋
う
性
島

X
の
介
-mに
閥

主
せ
で
い
る
人
印
人
マ

;
f
i
 

E町
A

，.6
1
7
1
v
へ

@
@
@
@
センタ

百

犬
の
野
犬
化
を
防
ぐ
た

め
の
ヲ
ン
ワ
ン
七
ン
タ
ー
で
す
・

2
7n日例

Z

T守
山

崎

受

付

E

見
守
ω
望

2
2

のか
入
の
飼
い
方
教
2
・
ζ

の
ae

s
-
-
aし

【と
こ
ろ
】
袋
良
保
健
所
《
副

本
辻
町

2

・
6
1
7
1
v

ゴミ収集

'"の楠tわき向 旭町四L
て、aす (事情tよ9許子費H
るJ二tもあり Hλ..目"鈎1週
闘蘭l 錨 ~fliM，へ通知します
J¥. j; 鑑定管 抽制どめ柑

ゴ、 Jとん む・うたんたたみ

令どの歓輸制限タイ.はそれ
ぞ仇区分して備して〈 行暑い，

大 型

有書
7 
旦

成
人
瞳
・
厚
相
駿

Eι
つ
い
て
型
の
あ
る

入
管
相
側
主
さ
り

z
fは
血

圧

里

E
Z
T
2
2
 

に

ETi--

す
・

。
“
m--
ω
a以
上
の
人
i

と

そ

の

喜

。
と
き

7
月
四
川
目
凶
守
後

1
2
i
E
 

。
.申
し
込
み
喝
訴
で

'ma

z--'lへ

国
人
舗
科
瞳
康
棺
酷

i
i人

れ

型

ど
ロ
砲
に
闘
す

t

T
2
1
4に

ご星く

5
い
@

。
“m・

04倉市
以
上
の
人
と

そ
の
京
銀

。
と
き

7
月
四
日
側
守
前

四
時
f

正
午

2
3
1
z
 

m
E
E
Tへ
L

置延 岡..第三・持費

市梅 質問誕普賢雨包保

〔ー薗)二名霊襲ヶfi.'・Z剛...ヶfi.• 
襖酉(-11¥).*_商学園三

留(-11¥) 事鑑定( 畠〕

" 



五
±

八
億
七
千
万
年

地
蔵
盆
の
夏
に
-

甲
∵

:
･

.
～

んで
茶-

ハ仕ト7-力Brの中1
mき.I,,I..'-ハヽIrI/′･･.島めてa細々

l見.弗い上だわた

しの韓 じ◆ぎょっきんかんいつもじ◆

JAOJ

うきんかんのILJqも母さんにい

わ
れ
る

L
l

1
.,
,

J

おねHh.Ah●ん
の
は
う
ば
か
り
い
っ

て
い
た

そ
れ
で

5
分
か
10
分
L
か
い
て
も
ら

え
な
か
っ
た

もと
も
と
P

:丘は

如紫に後l
渉

畑Rf
S
は
し

ている
告

＼朋や
軒

天
文鉄

心
と

おq
そ

二

･-瓦を
倣え

ち.iJ
_
小

･

.I
(
.

′●
●

-.i

て-るま
で

下↓六
仕
ト

】丁カ年
も

の

間､JL仏の
時代が淡

-.

そのE

稚aFはこ

の仲井にとど

1.r■l
t■r

t

I/

t-ほ

■I_

'_
I

_t■
_

･Tr1

-(
I

r
E

か六つの
廿

におも
む

く死手
の

正
美

/.--
･
･

qT､

t(JJJ

.I_
と
い
う
ず
ぶ
で
､
子
実
､

子
書
T
T
身

代
1
L

JL■

.■
●

-
一
t.
I

柱
つ
そ
う

い
ぼ
N

で
LH
お
し
て
く
れ

る
と
い
う
t
Tuし
く
子
ど

も
書
用
の
仏

と
し
て
親
し
み
滞
い
.

･
･
･

IF7

.:I,1
日

-▲一JIIJ

▲
1
.

て■
I
t
J
b
I

LJlIr,こ

も

が汝か

らなかったの

か､罵P

¶
島
の
枯
架
､
≠
仁
坂

上

(沖

和夫
皐

l
JB
.t
■

.LP'h
I
]
･･
･
pT

11ヽ

でJPを9tくと

いうのF/基
山
帯

革
仙寸
と
称
す
る
｡

..__Pl

孝弘の
明寺

「
中
型
』
隠

し
い
@

3
2
・

f
E
震

い

ず

れ
に
し
で
も
中
犠
S
と
か
編

虚

し

は

員

E
Eさ

れ
に
く
い
閑
号

役

割

E

る
・

子
か ③ 

地
蔵
盆
の
夏
巳
|

が

昔

話

で

砧

傘

こ
と
に
機
密

uEZ

役
を
製
た
し
て
い
る
仏
が
あ

る
・
す
で
に
あ
幹
蜘
み
の
地

f
睡

Z

通

E
F
-
-

も
企
も
と
稽
睡
は
既
婚
に
後

-
9

i
i
t
 

zZLて
い
る
観
賞

Z
"

I
2
S
 

事

t
E

文齢
m
u
u
c釦お
よ
そ
ニ
ι?
瓦
を
鍛
え

る
・

t:

:

!

 

ztkJEZZ 

て
〈
る
ま
で
夜
十
六
億
ヒ
干

h
訪
も
の

:
t
f宇
-

そ
の
間

2
2
2骨とど

ま
弓
で
船
封

ν色
町
船
e

，，。L
t

・-

Tぱ
、

ハ

2
・
2

R

:
t
t
 

電
修
理
人
問
、
実
上
の
い
ず
れ

か
六
つ
の

1
2
3
i

2
1
4尺
さ

い

の

留

に

湿

4ztt地
車
鬼

tz
と

い

う

縁

起

で

王

子

育

て

身

代
わ
り
、
軽

量

、

6
2、

ほ
う
そ
う
い
ぽ
ま
で
ほ
お
し
て
く
れ

る
と
い
う

l
i
i
z

と
し
て
視
し
る
様
し
日

市

内

問

守

の

組

問

重

車

砲

で

2・
i
E
1
3

i
i
i
z
f
 

R
・E

・い易

V
M帽
の
儲
班
活
、
憎
P
L
遍
穆
主
(
樋
明
相
干
人

S
e

a
f
t
-
E
 

で

里

?

と

い

ろ

の

で

主

組

理
品

1

草
色
宣
言
夏

M
T固

市
内
に

i
:
E
-長

ヲ
語

1
1
1
E

C 

も
敏
雪
多
勺

が
町
目
内
に

E筏る
t小
z2
号巳

4恢

し
hい
町

Ei
の
=
餅
し
い

2?の

iに
品信

ゐ
主
!
で:v

ド
量
忽
い
=
を

Eu1.:sEの:も主一真奥空で
t1

• 

極
め
て
君

u
-
堤

赤

い
よ
M

E
i
-
-ょ

う
信
表
情

の

2
3」

の
常
胞
が
、
さ
り

げ

は

品

1
1
2
t
・

俗 文

書

2
5化

協
会
会
長
v

'

きィ

I
c
--

|?心

.. 

贋
市
小
幽亨
健

3
年

今
野

2 

わたしの主号ー・・

じ

-

ぎ

ょ

う

さ

ん

か

ん

L
つ
も

事
，n
e
，E
し
て

S
Zに
い
わ
れ
る

で
も

eaう
は

必
ね
え
ち
・
ん
の
ほ
う
ば
か
り
い
ラ
て
い
た

そ
れ
で

S
分
か
悶
分
し
か
い
て
も
ら
え
信
か
う
允

じ
-
き
S
う
さ
ん
か
ん
の
と
@

積良市民意 軍
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， . 

. 且...'"車垂，ヲ〈まち.曹，革"..... 、はヲらヲ止、

正"圃い入園に担型車cd • 
. 且は畠車骨量吾、みんa<!llMl世也たMうに、おたがい
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ιHι う，

車且'H>(I""くまち，市匝匂血..、 E量と圃"とれた

"い世みよいまらづ〈守奇ι草Lι う.

(編11集I(後I(記i

町材先でよく 『広報申仕事帽、文章を書

いたりたいへんでc，う」と商岳かけられ

宮す. ，ん日時歯車うて r.薗白幡時切り

"!! VJ附tun匝Lい仕事拒んですが」と賓司

て寄え宜す.

払1<1.-;:ん町会話がいろいろな人と空h

せ畠申泊'.~闘の仕事申レい所だと且・3て

います..までに、いろいろな人に岳い、

樺々な虹嘩，情帽丑車生bうてーまし'.

こう Lて、教わ『た情柑苧貴量凪，聾理L‘ 

でーーだ I:I~(白人民伝える巴也、 広報マ

ン田署時と思うています.ζれからM‘い

ろい^な情報吾ド μ ドシと伝えたいと思吋

ています. (T) 
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